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ハナアブの類は黒地に黄色のストライプ
を持ちハチに擬態するものが多いが、刺す
口をしていること、羽が２枚であること、
そして触角が短いことなどで区別ができ、
分類学では、ハエの仲間である。
ハナアブの類は似た種が多く区別は難し
いが、本種は足が橙色なのが特徴である。
早春に顔を出すフキノトウに好んで集まり、
晴天の日溜まりに多く観察できる。

■編集・発行／長岡市広報課　〒940-8501 新潟県長岡市幸町2の1の1 長岡市役所 ■平成11年３月１日発行1 0258・35・1122
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古紙配合率70％再生紙を使用しています�

クロモジは樹皮や材に独特のさわやかな
香気を持ち、高級楊枝や細工物の材料とし
て使われることで有名である。また、葉や
種子からも香油がとれる。
太平洋側に分布する母種クロモジに対し、
日本海側には変種で葉の大きいオオバクロ
モジが分布している。
長岡はもちろん、県内の至るところに普
通に見られるので、早春の山歩きで花を探
してみるのもいいだろう。

長岡市では、毎年３月に地域
対抗スポーツ大会を開いていま
す。この大会は、昭和63年から
始めたもので、昨年は33地区か
ら約 2 , 5 0 0人が参加し、大いに
盛り上がりました。
今年も、３月７日・14日に市

内の体育館などを会場として、
ソフトバレーボールや綱引きな
ど６種目で熱戦が繰り広げられ
ます。
大会に向け、熱く楽しく練習

している千手地区と栖吉地区を
訪ねました。

～地域で運動しませんか～

s千手地区のソフトバレーボールの練
習（２月12日・南中学校）
「練習は毎週水曜日と金曜日にしてい
ます。参加者は50人くらいで、20代か
ら60代までいます。みんなほとんどバ
レーボールの経験のなかった人たちで
す。ソフトバレーボールは、各地域と
も年々レベルが上がっているので、練
習も気が抜けません」（代表・土田洋一
さん）

t栖吉地区の綱引きの練習（２月19日
・栖吉中学校）
「練習日は毎週水曜日と金曜日で、新
町や神田の人たちも参加してやってい
ます。綱は力まかせに引いてもうまく
いきません。体の姿勢が大切です。下
半身で引く感じがこつですね。強いチ
ームとの苦しい試合に勝ったときなん
かは最高です。ぜひ、試合を見にきて
ください」（監督・中村静生さん）

!1

みなさんも地域でスポーツ活動に参加してみませんか。
お近くの地区公民館または生涯学習・体育課1 32・5110へお問い
合わせください。
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江
戸
時
代
、
幕
府
が
江
戸
に
向

か
う
街
道
の
要
所
に
関
所
を
設
け

た
の
に
対
し
、
諸
藩
は
他
領
と
の

境
に
「
津
留
番
所
」
と
呼
ば
れ
る

関
門
を
設
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

領
内
に
出
入
り
す
る
人
に
出
身
地

や
行
き
先
を
尋
ね
た
ほ
か
、
生
活

物
資
が
み
だ
り
に
領
外
に
流
れ
出

な
い
よ
う
、
厳
し
い
監
視
の
目
が

光
っ
て
い
ま
し
た
。

長
岡
領
に
は
猿
橋
、
上
除
、
川

袋
、
妙
見
、
高
見
、
吉
津
（
与
板

町
）
、
市
谷
（
見
附
市
）
の
七
カ

所
に
津
留
番
所
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
も
、
上
除
の
津
留
番
所

で
は
足
軽
が
番
人
と
な
っ
て
、
昼

夜
を
通
し
て
見
張
り
、
米
・
酒
の

ほ
か
銭
・
栃
尾
産
の
紙
な
ど
の
持

出
し
を
厳
し
く
規
制
し
て
い
ま
し

た
。
凶
作
に
よ
り
、
領
内
の
米
穀

が
不
足
す
る
と
き
は
、「
穀
留
令
」

が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
厳
重
な
取
り

締
ま
り
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

長
岡
領
か
ら
三
国
街
道
を
通
っ

て
江
戸
に
向
か
う
人
は
妙
見
で
、

上
方
・
信
濃
方
面
に
向
か
う
人
は

上
除
で
そ
れ
ぞ
れ
通
行
手
形
を
確

か
め
ら
れ
ま
し
た
。

冬
に
な
る
と
、
三
国
峠
は
雪
崩

の
危
険
を
伴
う
た
め
、
江
戸
へ
の

往
来
に
は
、
遠
回
り
で
も
柏
崎
〜

善
光
寺
（
長
野
県
）
を
経
由
す
る

北
国
街
道
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
十
月
か
ら
翌
年
三
月
ま

で
の
半
年
間
、
上
除
津
留
番
所
は

藩
士
の
公
用
通
行
は
も
ち
ろ
ん
、

庶
民
の
東
都
見
物
や
寺
社
参
詣
な

ど
に
よ
り
交
通
量
が
増
し
、
大
変

な
人
通
り
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

津留番所が設置された上除村には当時、
宿場があり、妙見とともに長岡領内の重
要な宿場のひとつに数えられていました。
人足25人、馬25頭が常備され、ここから
旅に出る人の便が図られていたようです。
番所橋の名は、すぐそばにあった上除
津留番所に由来しており、当時の番所の
面影を後世に伝えています。

番所橋（上除町）

〜
番
所
橋
〜
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つ

ど
め

よ
し

づ

い
ち

や

こ
く
ど
め



な
お
、
法
令
や
条
例
に
定
め
の

あ
る
場
合
や
個
人
の
評
価
、
診
断

な
ど
本
人
に
知
ら
せ
な
い
こ
と
が

正
当
と
思
わ
れ
る
場
合
な
ど
、
確

認
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
庶
務
課
1
39
・
２
２

０
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
条
例
で
は
個
人
情
報
を

収
集
、
保
管
す
る
事
業
者
や
市
民

の
み
な
さ
ん
に
も
、
こ
の
考
え
方

に
立
っ
て
個
人
情
報
を
取
り
扱
う

よ
う
、
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

市
長
は
、
民
間
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
関
し
て
、
市
民
の
基

本
的
人
権
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
る

お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事
業
者
に

対
し
、
是
正
の
指
導
、
勧
告
を
し

ま
す
。
事
業
者
が
そ
れ
に
従
わ
な

い
と
き
は
、
そ
の
事
実
を
公
表
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

長
岡
市
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の

情
報
を
多
く
持
っ
て
い
ま
す
。
条

例
で
保
障
す
る
自
分
の
情
報
を
見

る
権
利
を
行
使
し
て
、
自
分
の
情

報
を
確
認
す
る
道
も
開
か
れ
て
い

ま
す
。

ん
。

・
思
想
、
信
条
、
宗
教
そ
の
他
社

会
的
差
別
の
原
因
と
な
る
情
報
は

取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

・
情
報
は
、
本
人
か
ら
集
め
ま
す
。

・
集
め
た
個
人
情
報
は
、
目
的
以

外
の
こ
と
に
利
用
し
た
り
、
提
供

し
た
り
し
ま
せ
ん
。

四
月
一
日
か
ら
「
個
人
情
報
保

護
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
条
例
は
市
民
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
た
め
、
長
岡
市
が
個

人
情
報
を
取
り
扱
う
と
き
の
ル
ー

ル
を
定
め
た
も
の
で
、
そ
の
基
本

的
な
考
え
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
必
要
以
上
の
情
報
は
集
め
ま
せ

３

市政ニュース��������

長
岡
赤
十
字
病
院
の
協
力
に
よ

り
、
大
島
小
学
校
病
弱
学
級
が
開

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
期
入
院
し
て
い
る
児

童
が
治
療
を
受
け
、
療
養
を
し
な

が
ら
学
校
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
と
、
こ
れ
ま
で
病
院
と
市
教

育
委
員
会
と
で
学
級
開
設
の
準
備

を
進
め
て
い
た
も
の
で
す
。

こ
の
学
級
は
、
長
岡
赤
十
字
病

院
の
小
児
科
病
棟
に
設
け
ら
れ
、

一
学
級
で
定
員
は
八
人
で
す
。

学
級
担
任
は
、
児
童
の
病
状
や

生
活
状
況
な
ど
に
つ
い
て
主
治
医

や
看
護
婦
と
定
期
的
に
連
絡
を
と

り
ま
す
の
で
、
児
童
は
そ
れ
ぞ
れ

の
病
状
や
学
力
に
応
じ
た
学
習
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
1
39

・
２
２
３
９
ま
た
は
長
岡
赤
十
字

病
院
庶
務
課
1
28
・
３
６
０
０
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日

院
内
学
級
が
開
設
さ
れ

ま
す

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�
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４
月
１
日
か
ら�

市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護�

情
報
の
取
り
扱
い
は
適
切
に

自
己
情
報
を
確
認
で
き
ま
す

自己情報の開示

請求から開示まで
①開示請求
市役所２階の「情報公開コーナー」
で自己情報の開示を請求します。

②開示・非開示の決定
15日以内に開示できるかどうかが

決定され、「通知書」が郵送されます。

④不服申し立て
「非開示」と通知され、その理
由に納得できない場合は不服申
し立てができます。
この場合は、非開示が適当か
どうかを市民代表の審査会で審
査します。

③開示
「開示する」と通知された場
合、指定された日時に情報公
開コーナーへ。
その場で、自己情報を閲覧で
きます。有料で写しの交付を
受けることもできます。

－訂正等の請求－
開示された情報に事実誤りがあったときは訂正、削除

を、情報の利用に目的外の利用があったときは中止を求
めることができます。

情報公開�
コーナー�

非公
開�

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
十
二
年
度
以

降
の
計
画
を
新
た
に
作
成
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
長
岡
市
は
、

老
人
保
健
福
祉
計
画
と
介
護
保
険

事
業
計
画
を
一
体
化
し
て
新
た
に

策
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
計
画
期
間
は
、
平

成
十
二
年
度
か
ら
十

六
年
度
ま
で
の
五
カ

年
で
、
三
年
ご
と
に

見
直
し
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

長
岡
市
が
高
齢
者

福
祉
の
基
本
と
す
る

「
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
構
想
」
の
理
念
は
、

「
と
も
に
生
き
、
と

も
に
助
け
合
い
、
高

の
生
活
実
態
調
査
や
介
護
認
定
モ

デ
ル
事
業
の
実
施
な
ど
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
そ
れ

ら
の
結
果
を
も
と
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
必
要
量
や
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

る
費
用
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
、

介
護
保
険
制
度
を
円
滑
に
実
施
し

て
い
く
た
め
に
策
定
す
る
も
の
で
、

平
成
十
一
年
度
中
に
策
定
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

老
人
保
健
福
祉
計
画
は
、
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
だ
け
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
快
適
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
で
の
支
援

体
制
を
整
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

現
在
、
長
岡
市
が
進
め
て
い
る

「
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
」
は

こ
の
計
画
を
含
む
も
の
で
、
計
画

期
間
を
平
成
十
一
年
度
ま
で
と
し

長
岡
市
は
「
長
岡
市
老
人
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
策
定
す
る
た
め
、
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
二
月
十
九
日
に
初
の

会
合
を
開
き
ま
し
た
。

長
岡
市
は
介
護
保
険
制
度
の
導

入
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
高
齢
者

齢
者
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
明

る
い
老
後
生
活
を
送
る
こ
と
の
で

き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

新
し
い
計
画
も
、
こ
れ
を
基
本
理

念
と
し
ま
す
。

こ
の
計
画
を
検
討
す
る
委
員
会

は
委
員
十
六
人
の
構
成
で
、
任
期

は
平
成
十
二
年
三
月
末
ま
で
。
一

回
目
は
高
齢
者
の
生
活
実
態
調
査

の
結
果
や
高
齢
者
施
策
の
取
組
状

況
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
次
回

は
三
月
に
開
催
し
、
介
護
保
険
を

運
用
す
る
際
の
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
す
る
予
定
で
す
。
委
員
会

は
合
計
六
回
の
会
合
を
開
き
、
来

年
二
月
ま
で
に
計
画
案
を
ま
と
め

ま
す
。

長
岡
市
は
委
員
会
の
検
討
の
成

果
を
受
け
、
老
人
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
、

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
高
齢
者
の

総
合
的
な
施
策
の
一
環
と
し
て
介

護
保
険
制
度
を
円
滑
に
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
、
全
力
を
あ
げ
て
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○大　貫　啓　三�

　片　桐　憲　治�

　木　内　美知子�

　近　藤　泰　子�

◎斎　藤　　　純�

　佐々木　勝　則�

　佐々木　俊　夫�

　佐　野　む　ね�

　澤　　　忠　一�

　神　保　みゆき�

　成　田　幸　則�

　平　澤　勝　子�

　本　田　素　子�

　松　田　宣　治�

　丸　山　林　松�

　源　川　久　惠�

長岡市医師会理事�

長岡市身体障害者団体連合会事務局�

Ｆ＆Ｍながおか市民会議副代表�

長岡中央綜合病院医療社会事業士�

長岡市社会福祉協議会会長�

老人保健施設グリーンヒル与板事務長�

連合中越地域協議会議長�

長岡看護福祉専門学校副学校長�

日本精機健康保険組合常務理事�

福祉コミュニティ推進コーディネーター�

長岡歯科医師会公衆衛生委員長�

民生委員�

特別養護老人ホームまちだ園主任生活指導員�

ホクギン経済研究所所長�

長岡市老人クラブ連合会会長�

長岡市ボランティアセンター指導員�

長岡市老人保健福祉計画・�
　　　介護保険事業計画策定検討委員会�

五十音順　敬称略　◎委員長　○副委員長�

高
齢
社
会
を
支
え
る�

�

介
護
保
険
の
ス
タ
ー
ト
に
備
え
て�

介
護
保
険
の
事
業
内
容
を

明
ら
か
に
し
ま
す

高
齢
者
施
策
を
総
合
的
に

ま
と
め
ま
す

計
画
の
基
本
は

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

構
想

▲介護保険の事業内容を主に検討する委員会。検討内容は、
９月に中間報告としてまとまる予定

２



地
域
振
興
券
を
利
用
で
き
る
の
は
、
上
の
ス
テ
ッ

カ
ー
、
左
の
ポ
ス
タ
ー
の
あ
る
お
店
で
す
。

５

・地域振興券は１枚、1000円（20枚綴り）。
１枚単位で使えますが、おつりはでません。
・長岡市地域振興券は、長岡市内のお店でしか
使えません。
・他人に譲渡、売買できません。

問い合わせ

対象者の要件に関すること（15歳以下、65歳以上）
申請書の記入方法等に関することは
……………………………介護福祉課†39・２２１８

●年金に関することは
…………………………………市民課†39・２２５０

●手当に関することは
児童扶養手当……………福祉総務課†39・２２１７
それ以外は………………介護福祉課†39・２２１８

地
域
振
興
券
の
使
い
方

地域振興券を使ってのお買
物は、このステッカーのあ
るお店でどうぞ。

長岡のシンボルとして親しまれている
長生橋と花火をデザインしました長岡市地域振興券

使用期間は３月２１日から９月２０日まで

健康センター 千手�
四郎丸公民館 四郎丸�
豊田公民館 豊田�
高齢者センターけさじろ 阪之上�
表町公民館 表町�
中島公民館 中島�
神田公民館 神田�
川崎公民館 川崎東�
川崎保育所 川崎�
新町公民館 新町�
大島公民館 大島�
希望が丘公民館 希望が丘�
宮内公民館 前川・石坂・上組�
宮内児童館 宮内�
十日町公民館 十日町�
六日市公民館 六日市・山谷沢�
太田公民館 太田�
山通保育所 柿�
栖吉公民館 栖吉�
富曽亀公民館 富曽亀�
山本公民館 桂・浦瀬�
新組児童館 新組�
黒条保育所 黒条�
下川西公民館 下川西�
上川西公民館 上川西�
福戸公民館 福戸�
王寺川公民館 日越・福戸�
日越公民館 日越�
関原公民館 関原�
宮本公民館 宮本・青葉台�
大積公民館 大積�
深才公民館 深沢・才津�

会場名（施設名）� 対象地区�
（小学校区）�

３月21日_ 午前９時～正午
午後１時～４時

交付会場は
こちらです

●

交
付
対
象
者
に
、
地
域
振
興
券
と
引
き
換
え
る

『
地
域
振
興
券
引
換
申
請
券
』を
配
達
記
録
郵
便
で

送
り
ま
す
。
お
手
元
に
届
く
ま
で
三
、
四
日
か
か

り
ま
す
。
な
お
、
受
け
取
り
に
は
、
受
領
印
等
が

必
要
で
す
。

『
地
域
振
興
券
引
換
申
請
券
』、
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
交
付
の
際
に
本
人
か
ど
う
か
を
確
認

し
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
も
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

委
任
状
が
あ
れ
ば
、
代
理
人
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
委
任
状
は
、
引
換
申
請
券
に
つ
い
て
い
ま
す
。

交
付
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
、
『
地
域
振
興
券

交
付
申
請
書
』
を
郵
送
し
ま
す
。

通
知
を
よ
く
読
ん
で
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
必
要
な
書
類
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。必

要
事
項
を
記
入
し
た
『
地
域
振
興
券
交

付
申
請
書
』、
申
請
に
必
要
な
書
類
、
印
鑑
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

交
付
の
際
に
本
人
か
ど
う
か
確
認
し
ま
す
の

で
、年
金
や
手
当
の
証
書
等
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。委

任
状
が
あ
れ
ば
、
代
理
人
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
委
任
状
は
、
申
請
書
に
つ
い
て
い
ま
す
。

４

地
域
振
興
券

3
月
２１
日
に

交
付
し
ま
す

該当のみなさんには、申請に必要
な書類を３月10日にお送りします。
21日は、会場の混雑が予想されま
す。指定の時間帯にお出かけくだ
さい。
地域振興券発行推進室†39・２２５３

地
域
振
興
券
の
利
用
ま
で

３
月
10
日
に
必
要
書
類
を
発
送
し
ま
す

３
月
21
日
に
交
付
し
ま
す

地
域
振
興
券
は
市
内
32
の
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

受
付
は
午
前
９
時
〜
正
午
　
午
後
１
時
〜
４
時
で
す
。

指
定
さ
れ
た
会
場
、
時
間
帯
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

転出する予定なんですが。

３月21日以前に転出する場合は、地域振興券
『未受領証明書』を発行します。この証明書を
持って転出先の市町村で地域振興券の交付を受
けてください。
なお、交付を受けたあとに転出する場合には、
地域振興券を長岡市内で使い切ってください。
未使用分があっても、転出先では交換しません。

15
歳
以
下
の
児
童
が

い
る
世
帯
の
世
帯
主

65
歳
以
上
の
人
や
年
金
・

手
当
の
受
給
者
等

質 問

こたえ



７

Ｑ　介護保険制度がスタートしても、現在利用　
している在宅サービスをそのまま続けられ
ますか？

Ａ　介護サービスの利用には、要介護認定が必要で
す。現在の制度でサービスを受けている人も、
すべてこの認定を受けることになります。
その結果によっては、サービスの量や種類が変　　
わることもあります。
この場合、認定された要介護度に応じて、最善　　
のサービスを組み合わせて介護サービス計画
（ケアプラン）を作成することになります。
また、ボランティア銀行など地域の助け合いの　　
活動を利用することも考慮が必要になります。

Ｑ　認定の結果に納得できないときは？

Ａ　認定結果に納得がいかないときは、県が設置す
る介護保険審査会に不服申立をして、審査を受
けることができます。審査会では、保険料の賦
課徴収や滞納処分についての不服も受け付けま
す。

Ｑ　サービスの内容がケアプランと異なり、
サービスの質にも納得がいかないときはど
うですか？

Ａ　サービスに対する苦情や不服は、国民健康保険
団体連合会に申し出ることになります。
このとき、受付は市やケアプラン作成事業者が
します。

Ｑ　認定申請をして、すぐに介護サービスを受けられますか？

Ａ　認定は30日以内に決定することになっていますが、その前に必要であれば、１割の利用料を支払って介
護サービスを受けることができます。ただし、認定が「要支援」「要介護」でなかったときは全額自己負
担になります。また、認定された支給限度額を超えて受けたサービスは全額自己負担となります。利用
にあたっては、介護支援専門員（ケアマネージャー）に相談してください。

訪 問調査

かかりつけ医の意見書

介護認定審査会

保健、医療、福祉の専門家が１次判定
の結果とかかりつけ医の意見書を基に、
審査、判定します。
その結果は、申請の日から30日以内に
通知されます。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に�

　
　
　
　
よ
る
一
次
判
定�

介護支援専門員が本人や
家族から心身の状況等を
調査します。

６

～「質問にお答えします」～

平成12年4月からスタートする介護保険について、これまで3回にわたりご紹介
してきました。また、昨年から各地区で40回にわたり介護保険説明会を開催して
きました。今回は、説明会でよく出された質問や疑問におこたえします。

Ｑ　介護保険制度には40歳以上の人は、みんなが
入らなければなりませんか？

Ａ　はい。必ず入ってもらうことになります。
ただし、身体障害者療護施設等の一部の施設に入
所している人を除きます。
老後の大きな不安要因となっている介護の問題を
家族だけではなく、社会全体で支えていくための
制度です。40歳になったら必ず全員が加入します。

Ｑ　介護サービスを受けたいときの認定申請は、
どこでできますか？

Ａ　認定申請は市役所や各地区にある在宅介護支援セ
ンター、ケアプラン作成事業者（居宅介護支援事
業者）介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人
保健施設、療養型病床群）でできます。

Ｑ　認定審査は公平に行われますか？

Ａ　もちろんです。認定審査は全国的に統一のとれた　
公平なものでなければなりません。
このため、訪問調査員の作成する調査票やかかり
つけ医の意見書の内容、判定に使われる要介護認
定基準の内容が適切なものになるよう、全国で実
施されているモデル事業を通じて検討されていま
す。
また、訪問調査員や認定にあたる委員の研修に努
めていきます。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
ま
で

市役所や在宅介護支援センター、ケア
プラン作成事業者、介護保険施設で受
け付けます。

申 請 窓 口

本人・家族が
申請します

被保険者



９

Ｑ　介護保険で受けられるサービスが市政だより
の11月号に掲載されました。その中に介護手
当の給付や寝具丸洗いサービスなど、現在長
岡市が実施しているサービスが含まれていま
せんが、どうなりますか？

Ａ　基本的には、現行サービスは後退させないとい
う考えです。平成11年度末までには介護保険事
業計画を策定しますので、その中で具体的な対
応を検討していきます。

Ｑ　ホームヘルパーは確保できますか？

Ａ　はい。社会福祉法人や民間事業者等と連携を
とって、必要な人員を確保していきます。

Ｑ　保険料が決まるのは、いつですか？

Ａ　保険料は平成12年３月の市議会で議決を受け、
決定します。
これは、長岡市にどの程度の介護サービスが必
要になるのかという介護保険事業量とそれに要
する費用の総額が決まらないと保険料を算定で
きないためです。
現在、介護保険事業計画策定検討委員会（２ペー
ジ市政ニュース参照）で検討を進め、９月ころ
には概算額をお示ししたいと考えています。

Ｑ　保険料は市町村で差がでますか？

Ａ　はい。65歳以上の人の保険料は、市町村が提供
するサービスの種類や量によって決まりますの
で、市町村ごとに異なります。サービスの内容
を充実すれば、それに応じて保険料も高くなり
ます。
40歳～64歳の人の保険料は、加入している医療
保険によって異なります。

Ｑ　低所得の人は利用料が負担になりませんか？

Ａ　利用者負担金を払わなければ、サービスを受け　　
ることはできませんが、自己負担が一定額を超
え、高額になる場合には、高額介護サービス費
を給付することにしています。低所得の人は、
その一定額がさらに低くなります。

Ｑ　年金生活です。保険料を免除してもらえませ
んか？

Ａ　保険料が免除されるのは、災害等の特別な理由　　
で一時的に支払えないときだけです。年金生活
という理由では、免除されません。低所得の人　　
には、保険料が低く設定されます。

Ｑ　介護保険料は税金控除の対象ですか？

Ａ　はい。社会保険料として控除の対象となります。

介護保険準備室139・２２４５

介護保険についてのお問い合わせは

訪問介護（ホームヘルプ
サービス）、通所介護
（デイサービス）、
短期入所生活介護
（ショートステイ）など

在宅サービス

特別養護老人
ホーム等への入所
（食費や日常生活費は
自己負担）

施設サービス

介護サービス計画に基づいて、サービス
を利用します。

８

Ｑ　特別養護老人ホームに入所しています。「要
支援」「自立」と認定されたらどうなります
か？

Ａ　「要支援」「自立」と認定されると特別養護老人　
ホームを利用することはできませんが、介護保
険がスタートする前から入所している人は平成
12年４月１日以降も、引き続き利用することが
できます（５年間が限度）。

Ｑ　特別養護老人ホームに入所するつもりです
が、「要支援」と認定されたら？

Ａ　「要支援」の認定では、特別養護老人ホームは
利用できません。介護支援専門員に相談して、
ケアハウス等の施設や在宅サービスを利用する
ことになります。

Ｑ　支給限度額を超えてサービスを受けたいの
ですが。

Ａ　可能です。支給限度額とは、介護保険で給付す　　
るサービスの上限額のことです。これ以内であ
れば、一割の自己負担で利用できます。ただし、
支給限度額を超えてサービスを受けた場合、そ
の超えた分は全額自己負担となります。

介護サービス計画の作成
（ケアプラン）

認定は「要支援」と５段階の「要介護」で６段階
に分かれ、段階によりサービス支給限度額が決ま
ります。「要支援」は施設サービスの利用対象に
なりません。

要
介
護
認
定

介護支援専門員（ケアマネジャー）が
介護サービスの利用計画を作成します。
（作成費は全額保険で給付）
計画は自分で作ることもできます。

要
支
援
認
定

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

自
己
負
担
は
一
割
で
す

Ｑ　ケアマネジャーとは、どんな人たちですか？

Ａ　ケアマネジャーは介護支援専門員のことで、訪
問調査をしたり、要介護者等の相談に応じ、そ
の希望や心身の状況を踏まえて介護サービス計
画を作成したりします。
要介護者等の自立を促し、日常生活を援助する
ために必要な知識や技術を持つことが条件にな
ります。一定の実務経験を持つ人（医師、歯科
医師、保健婦、介護福祉士、ホームヘルパーな
ど）が県の実施する試験を受け、実務研修を修
了すると介護支援専門員の資格を得ます。

Ｑ　介護サービス計画（ケアプラン）は、希望ど
おりに作成してもらえますか？また、プラン
どおりにサービスを受けられますか？

Ａ　介護サービス計画は、要介護度に応じた支給限
度額と本人・家族の希望や家庭環境を考慮して
作成します。その際、実際に利用できるよう
サービス提供事業者と調整したうえで作成しま
すので、計画どおりのサービスを受けられます。



平成１１年度

長岡市の
主要事業

予算案特集

長岡市の平成11年度予算案がまとまりました。新年度に市が取り組む主要な施策を特集にして紹介し
ます。まちづくりを進めていくには、市民のみなさんの協力がかかせません。ぜひご覧ください。なお、
この予算案は３月の定例市議会に提案し、審議されます。

1 1

岡
市
は
、
下
水
処
理
の
過
程
で
発
生

す
る
ガ
ス（
消
化
ガ
ス
）を
精
製
し
て
、
有

効
利
用
す
る
た
め
、
一
月
二
十
六
日
、
北

陸
ガ
ス
㈱
と
正
式
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
四
月
一
日
か
ら
長
岡
中

央
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
で
、
消
化
ガ
ス
を
都

市
ガ
ス
に
近
い
成
分
に
精
製
し
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
を
通
じ
て
、
北
陸
ガ
ス
㈱
蔵
王
工

場
に
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
十
一

年
度
に
は
、
約
五
十
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル

の
精
製
ガ
ス
を
、
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り
二
十
三
円
四
十
銭
で
北
陸
ガ
ス
㈱
に
売

却
し
、
千
三
百
五
十
万
円
の
収
入
に
な
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
消
化
ガ
ス

と
は
、
下
水
処
理
で
出
る
汚
泥
を
微
生
物

が
分
解
す
る
過
程
で
発
生
す
る
も
の
で
、

約
六
割
が
天
然
ガ
ス
の
主
成
分
で
あ
る
無

色
・
無
臭
の
メ
タ
ン
ガ
ス
で
す
。

中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
百
六

十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
消
化
ガ
ス
が
発
生

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
は
四
十
五
％
を
ボ

イ
ラ
ー
で
燃
や
し
て
、
場
内
の
消
化
タ
ン

ク
の
加
熱
に
使
い
、
残
り
を
焼
却
し
て
い

ま
し
た
。

消
化
ガ
ス
を
使
っ
て
発
電
し
た
り
、
燃

料
と
し
て
使
っ
た
り
し
て
い
る
市
町
村
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
都
市
ガ
ス
に
近

い
成
分
に
ま
で
精
製
し
た
う
え
で
、
供
給

す
る
の
は
長
岡
市
が
全
国
で
初
め
て
で
す
。

こ
の
方
法
に
は
大
き
な
利
点
が
あ
り
ま

す
。
消
化
ガ
ス
の
発
生
量
や
場
内
の
利
用

量
は
、
季
節
や
時
間
に
よ
り
一
定
で
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
発
電
の
場
合
な
ど

で
は
、
全
量
を
利
用
し
き
れ
ず
、
一
部
を

焼
却
し
な
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
都
市
ガ

ス
化
の
場
合
は
、
ガ
ス
を
随
時
送
れ
る
の

で
、
全
く
無
駄
が
出
ま
せ
ん
。

ま
た
、
消
化
ガ
ス
の
都
市
ガ
ス
化
は
、

事
業
と
し
て
も
十
分
採
算
が
合
い
ま
す
。

そ
れ
は
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
北
陸
ガ
ス

㈱
蔵
王
工
場
の
距
離
が
約
七
百
メ
ー
ト
ル

と
近
か
っ
た
こ
と
が
理
由
で
、
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
敷
設
の
費
用
な
ど
の
設
備
投
資
額
を

低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
市
内
の
下
水
道
の
普
及
率

が
約
九
十
％
と
高
く
、
今
後
の
消
化
ガ
ス

の
安
定
し
た
発
生
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
も
、

事
業
化
で
き
た
大
き
な
要
因
と
い
え
ま
す
。

都
市
ガ
ス
の
原
料
に
な
る
こ
と
は
、
二

酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加

に
よ
っ
て
、
地
球
の
気
温
が
高
く
な
り
、

自
然
や
生
活
環
境
に
各
種
の
悪
影
響
を
及

ぼ
す
「
地
球
温
暖
化
」
を
防
止
す
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
消
化
ガ
ス
の
都
市

ガ
ス
化
で
、
今
ま
で
焼
却
処
分
の
際
に
出

し
て
い
た
、
千
七
百
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素

が
削
減
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
直
径

三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
松
の
千
七
百
本

が
一
年
間
に
吸
収
す
る
量
に
相
当
し
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
の
濃
度
は
人
口
の
増
加
や

産
業
の
発
展
に
よ
り
、
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
新
た
に
何
も
対
策
を
取

ら
な
か
っ
た
場
合
、
二
一
〇
〇
年
に
は
地

球
の
平
均
気
温
は
約
二
度
上
昇
し
、
海
面

も
約
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
上
昇
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
七
年
の
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｃ
第
二
次
報
告
書
か
ら
）。日
本
の
二
酸

化
炭
素
の
排
気
量
は
、
世
界
全
体
の
四
・

八
％
を
占
め
、
平
成
十
年
度
版
『
環
境
白

書
』
で
は
「
一
人
当
た
り
二
・
六
五
ト
ン

の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
（
平
成
七
年
度
）」

と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
段
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
活
が
、

地
球
環
境
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ

と
は
、
な
か
な
か
実
感
と
し
て
わ
か
り
ま

せ
ん
。
今
回
の
消
化
ガ
ス
の
有
効
利
用
は
、

そ
れ
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
事
業

で
も
あ
り
ま
す
。

1 0

▲長岡中央浄化センターのガスホルダー

▲契約書に署名する日浦市長（右）と敦井栄一北陸ガス㈱
社長（１月26日）

都
市
ガ
ス
化
で

無
駄
が
で
な
い

地
球
環
境
に
も
優
し
い

長

東�西�南�北�
春�夏�秋�冬�

まちの話題�

全
国
初
！
下
水
処
理
で

出
る
ガ
ス
を
精
製
し
て

都
市
ガ
ス
化
し
ま
す

全
国
初
！
下
水
処
理
で

出
る
ガ
ス
を
精
製
し
て

都
市
ガ
ス
化
し
ま
す



次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
平
成
十
一
年
度
予
算
案
の
あ
ら
ま
し

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1 3

21世紀に
大きく飛躍するた
21世紀に
大きく飛躍するた

総額1,192 億円、

地
域
経
済
の
活
性
化
〈
緊
急
経
済
対
策
の
拡
充
〉�

福
祉
・
医
療
の
充
実
〈
介
護
保
険
実
施
体
制
の
確
立
〉�

行
財
政
改
善
の
推
進�

環
境
に
や
さ
し
く
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り�

教
育
・
文
化
の
向
上�

都
市
機
能
の
充
実
と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備�

そ
の
他
の
施
策�

111222333666 555 444777
重
点
施
策

し
か
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活

用
を
図
る
と
と
も
に
、
従
来
の
発
想
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
多
角
的
な
観
点
か
ら
厳
し
く

事
業
の
選
択
を
行
い
、
積
極
的
な
予
算
案
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

予
算
案
は
、
次
の
項
目
を
最
重
要
課
題
と
し

て
、
編
成
し
ま
し
た
。

①
深
刻
な
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
地
域
経
済
の
　

再
生
に
向
け
て
景
気
対
策
を
拡
充
実
施
す
る
。

②
平
成
十
二
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
介
護
保
険

制
度
に
対
す
る
、
適
正
で
円
滑
な
実
施
体
制

の
確
立
を
図
る
。

③
行
財
政
改
善
推
進
計
画
を
踏
ま
え
、「
市
民
の

た
め
の
市
政
」
の
実
現
を
図
る
。
な
お
、
重

要
課
題
で
あ
る
財
政
の
健
全
化
に
配
慮
し
、

可
能
な
限
り
地
方
債
依
存
度
お
よ
び
地
方
債

現
在
高
を
縮
減
し
、
地
方
債
発
行
の
適
正
化

を
図
る
。

長
岡
市
の
平
成
十
一
年
度
予
算
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

予
算
案
の
総
額
は
一
千
百
九
十
二
億
四
千
百

七
十
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
四
・
八
％
の

増
。
う
ち
一
般
会
計
は
七
百
二
十
一
億
八
千
万

円
で
同
八
・
一
％
の
増
と
な
り
、
三
年
ぶ
り
に

伸
び
率
が
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

長
引
く
景
気
の
停
滞
に
よ
り
、
長
岡
市
に
お

い
て
も
主
要
な
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
が
激
減

す
る
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り

ま
す
。

一
方
、
経
済
再
生
に
向
け
て
、
積
極
的
な
景

気
対
策
へ
の
取
り
組
み
や
、
少
子
高
齢
社
会
に

対
応
す
る
総
合
的
な
福
祉
施
策
の
充
実
等
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
善
の

推
進
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
た
い
へ
ん

困
難
な
予
算
編
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
度
は
、
二
十
一
世
紀
を
目
前
に

控
え
、
新
た
な
成
長
に
向
け
て
種
を
ま
く
年
で

あ
り
、
大
き
く
飛
躍
す
る
た
め
の
助
走
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
地
域
経

済
の
再
生
を
促
す
と
と
も
に
、
急
激
な
社
会
情

勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の

確
立
に
向
け
て
、
不
退
転
の
決
意
で
取
り
組
み

ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
の
推
進
と
行
政
の
広
域
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
長
岡
市
を
核
と
し

た
地
方
拠
点
都
市
十
三
市
町
村
の
広
域
的
な
連

携
を
さ
ら
に
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆

◆

こ
の
予
算
案
は
、
三
月
の
定
例
市
議
会
に
提

案
し
、
審
議
さ
れ
ま
す
。

1 2

めの助走の年ですめの助走の年です
、前年比4.8％の増

▲「景気対策、少子高齢化に対応した質の高
い福祉、市民のための市政をめざした行財政
改善の推進の３点を最重要課題としました。
３年連続のマイナス予算を避けた、積極的な
予算です」と平成11年度予算編成について説
明する日浦市長（２月22日の記者会見で）



1 5

②
&
新
潟
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会
出
捐
金

五
〇
〇

③
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
支
援

二
七
三
四

④
高
年
齢
者
労
働
能
力
活
用
事
業
の
助
成

三
六
五
七

▼
商
業
活
動
活
性
化
の
支
援

二
九
六
〇

①
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
推
進

八
五

②
商
店
街
活
動
活
性
化
支
援
事
業
　
一
九
七
三

タ
ウ
ン
サ
ポ
ー
ト
レ
デ
ィ
ー
ス
運
営
事
業
、

中
心
市
街
地
活
性
化
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

派
遣
事
業
、
バ
ー
チ
ャ
ル
モ
ー
ル
開
設
推
進

事
業
、
関
原
地
区
商
店
街
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド

導
入
事
業
の
助
成
、
一
店
逸
品
運
動
の
推
進
、

空
き
店
舗
等
の
活
用
支
援
、
中
心
商
店
街
歩

行
者
天
国
イ
ベ
ン
ト
事
業
等
の
助
成

③
宮
内
商
店
街
街
路
灯
設
置
の
助
成
　
九
〇
二

▼
地
域
産
業
技
術
開
発
等
の
支
援

二
億
〇
二
八
八

①
地
域
産
業
技
術
開
発
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ

レ
ン
ジ
）
の
支
援
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
〇

②
新
技
術
新
製
品
開
発
資
金
融
資
の
実
施

一
億
二
三
五
三

③
バ
ー
チ
ャ
ル
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
構
築
実
証
実

験
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
〇

④
な
が
お
か
も
の
づ
く
り
復
活
推
進
事
業
の
助

成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇

⑤
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
等
認
証
取
得
の

支
援
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
五

⑥
産
学
共
同
研
究
事
業
の
支
援
　
　
一
二
五
〇

高
能
率
・
超
精
密
研
削
砥
石
の
開
発
、
景
観

に
配
慮
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
、

省
資
源
・
無
毒
性
薄
膜
太
陽
電
池
の
開
発

⑦
長
岡
市
産
業
展
示
室
の
改
装
　
　
　
四
九
〇

▼
観
光
の
推
進

一
億
二
四
五
二

①
広
域
観
光
の
推
進
　
　
　
　
　
　
　
三
九
〇

②
長
岡
ま
つ
り
の
開
催
　
　
　
　
　
二
〇
八
八

③
市
営
ス
キ
ー
場
通
年
利
用
の
推
進

七
三
五
〇

▼
景
気
対
策
の
積
極
的
な
推
進

二
四
一
億
三
九
六
四

①
中
小
企
業
経
営
基
盤
の
強
化九

八
億
六
七
八
二

景
気
対
策
特
別
融
資
、
中
小
企
業
振
興
資
金
、

中
小
企
業
高
度
化
資
金
ほ
か

②
長
岡
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
へ
の
企
業

誘
致
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
〇

③
工
場
立
地
促
進
資
金
等
貸
付
事
業

一
四
億
六
三
八
九

④
設
備
近
代
化
促
進
資
金
融
資
の
実
施

一
億
四
五
九
一

⑤
地
域
産
業
の
受
注
促
進
　
　
　
　
一
一
六
七

テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
＆
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
新
潟
’

開
催
負
担
金
、
中
小
企
業
（
鉄
工
・
鋳
物
）

受
注
促
進
事
業
の
助
成
、
ア
パ
レ
ル
受
注
促

進
事
業

⑥
住
宅
融
資
制
度
の
改
善
　
一
五
億
六
六
二
二

⑦
道
路
・
公
共
施
設
建
設
事
業
等
の
積
極
的
な

推
進
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
億
七
〇
六
三

▼
労
働
・
雇
用
対
策
の
充
実

七
五
〇
四

①
雇
用
の
確
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
三

雇
用
労
働
相
談
会
・
就
職
選
考
会
等
の
開
催
、

パ
ー
ト
バ
ン
ク
の
運
営
、
中
高
年
離
職
者
の

就
職
支
援

サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
コ
ー
ス
の
整
備
、
サ
マ
ー

ス
キ
ー
場
の
測
量
調
査

④
長
岡
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
支
援

二
六
二
四

▼
農
業
・
農
村
の
活
性
化

一
五
億
九
六
〇
三

①
農
業
・
農
村
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

五
五
九
八

集
落
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
モ
デ
ル
事
業
、

農
業
生
産
組
織
育
成
事
業
、
新
規
就
農
者
支

援
事
業
、
農
用
地
高
度
利
用
助
成
事
業
、
な

が
お
か
Ａ
Ｂ
Ｃ
塾
の
開
設
、
認
定
農
業
者
規

模
拡
大
緊
急
支
援
事
業

②
生
産
基
盤
の
整
備
　
　
　
　
三
億
七
四
七
五

土
地
改
良
事
業
償
還
金
の
助
成
、
ほ
場
整
備

事
業
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
、
農
道
整
備
事

業
③
生
産
・
流
通
対
策
　
　
　
　
三
億
七
三
二
二

米
生
産
調
整
対
策
事
業
、
な
が
お
か
米
ブ
ラ

ン
ド
化
戦
略
の
推
進
、
野
菜
価
格
安
定
対
策

事
業
、
第
１
次
園
芸
ア
タ
ッ
ク
支
援
事
業
、

林
業
構
造
改
善
事
業

④
農
村
環
境
対
策
等
　
　
　
　
四
億
〇
五
三
七

水
環
境
整
備
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、

集
会
施
設
建
設
、
高
齢
者
・
障
害
者
用
改
造

の
助
成

⑤
東
山
ふ
れ
あ
い
農
業
公
園
（
仮
称
）
の
整
備

一
億
六
一
二
一

⑥
市
営
食
肉
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備二

億
二
五
五
〇

主
要
事
業
の
概
要
（
単
位：

万
円
）

s
魅
力
的
な
個
店
づ
く
り
に
向
け
て
、
活
動

し
て
い
る
一
店
逸
品
運
動
の
研
究
会

３
月
19
日
〜
28
日
の
フ
ェ
ア
に
向
け
新
逸

品
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

▲無農薬・無化学肥料栽培
での米づくり（巻島町）

平 成 11 年 度 予 算 案平 成 11 年 度 予 算 案
この予算案は３月定例市議会で審議されます

９９

市
内
の
中
小
企
業
者
の
資
金
難
を
緩
和
し
、

経
済
環
境
の
変
化
に
積
極
的
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
昨
年
創
設
し
た
景
気
対
策
特
別
融
資
を
、

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
産
業
の
販
路
開
拓
、
受
注
の
促

進
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業
の
受
注
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
各
種
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
を
支
援
し

ま
す
。

厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
応
し
、
雇
用
労
働
相

談
会
・
就
職
選
考
会
な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、

中
高
年
離
職
者
の
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
指

定
す
る
訓
練
施
設
な
ど
で
開
か
れ
る
各
種
講
座

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
一
店
逸
品
運
動
を
促

進
し
ま
す
。
ま
た
、
中
心
商
店
街
に
必
要
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
女
性
の
視
点

か
ら
モ
ニ
タ
ー
す
る
タ
ウ
ン
サ
ポ
ー
ト
レ
デ
ィ
ー

ス
を
設
け
、
市
民
参
加
に
よ
る
活
性
化
を
進
め

ま
す
。

地
域
産
業
の
技
術
高
度
化
、
高
付
加
価
値
化

を
促
進
す
る
た
め
、
産
学
共
同
研
究
や
地
域
産

業
技
術
開
発
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

を
支
援
し
ま
す
。

市
営
ス
キ
ー
場
と
そ
の
周
辺
を
、
年
間
を
通

じ
て
楽
し
め
る
観
光
施
設
に
す
る
た
め
、
サ

マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
コ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。
サ

マ
ー
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
も
整
備
に
向
け
て
、

調
査
を
は
じ
め
ま
す
。

農
業
・
農
村
の
活
性
化
の
た
め
、
集
落
活
性

化
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
モ
デ
ル
事
業
な
ど
を
通
じ
、

生
産
組
織
や
担
い
手
の
育
成
、
基
盤
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
市
民
か
ら
農
業
者
ま
で
を
対
象

と
し
た
総
合
的
な
人
材
育
成
塾
を
開
き
ま
す
。

ま
た
、
農
業
経
営
の
安
定
化
の
た
め
、
引
き

続
き
「
な
が
お
か
米
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
」
を
進

め
ま
す
。
新
年
度
は
育
苗
施
設
の
建
設
に
助
成

す
る
ほ
か
、
無
農
薬
・
減
農
薬
栽
培
や
土
づ
く

り
な
ど
、
環
境
保
全
型
農
業
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。
さ
ら
に
施
設
園
芸
の
導
入
な
ど
複
合

経
営
へ
の
取
り
組
み
も
支
援
し
ま
す
。
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景
気
対
策
を
拡
充
し
実
施

雇
用
の
創
出
を
推
進

地
域
産
業
の
高
度
化
を
支
援

地
域
ぐ
る
み
農
業
を
推
進

商
業
の
活
性
化
を
支
援

市
営
ス
キ
ー
場
周
辺
の

通
年
利
用
に
向
け
整
備
を
開
始

111
地
域
経
済
の
活
性
化

地
域
経
済
の
活
性
化

緊
急
経
済
対
策
を
拡
充
し
ま
す
―



介
護
保
険
制
度
の
開
始
ま
で
あ
と
一
年
。
介

護
保
険
制
度
を
円
滑
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、

要
介
護
者
等
の
状
況
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
意
向

な
ど
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、「
介
護
保
険
事
業

計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
平
成
十
六
年
度
ま
で

の
五
カ
年
の
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。

十
月
か
ら
、
い
よ
い
よ
要
介
護
認
定
の
申
請

の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
が
住
み
慣

れ
た
と
こ
ろ
で
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
引
き
続
き
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

年
々
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が

高
く
な
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

含
む
週
七
日
、
通
年
で
実
施
し

て
い
る
ホ
リ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
、

現
存
の
四
カ
所
に
加
え
、
新
た

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か

つ
ぼ
園
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
ち
だ
園

の
二
カ
所
で
実
施
し
ま
す
。
比
較
的
症
状
の
軽

い
人
に
つ
い
て
は
、
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
公

民
館
等
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
サ
テ
ラ
イ
ト

型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

市
内
十
カ
所
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を

統
括
、
支
援
す
る
基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、

「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ
」に
設
置

し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
二
年
四
月
に
運
転
を
開
始
す

る
「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」
の
管
理
を
受
託
す

る
会
社
に
出
資
し
、
知
的
障
害
者
の
雇
用
の
安

定
に
努
め
ま
す
。
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来
年
４
月
か
ら

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

充
実
し
た
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

平 成 11 年 度 予 算 案平 成 11 年 度 予 算 案
この予算案は３月定例市議会で審議されます

主
要
事
業
の
概
要
（
単
位：

万
円
）

曲新町の南部体育館の南側に建設してい
る南部基幹センターは、平成12年４月の開
館をめざしています。
高齢者をはじめ、市民が憩い、親睦と交
流を進める場として、大広間や浴室、マッ
サージ室を備えた老人福祉センターのほか
デイサービスセンターや在宅介護支援セン
ターなどが設置されます。

来

年

４

月

の

開

館

を

め

ざ

し

て

南
部
基
幹
セ
ン
タ
ー

▼
福
祉
施
設
の
整
備

一
〇
億
八
二
三
三

①
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
幹
セ
ン
タ
ー
（
南
部

地
区
）
の
建
設
（
平
成
十
〜
十
一
年
度
の
継

続
事
業
）

七
億
八
三
四
九

②
ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建

設
の
助
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
〇

川
西
地
区
ケ
ア
ハ
ウ
ス
（
仮
称
）・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
わ
ら

び
園
（
仮
称
）

③
重
度
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
・
地
域
交

流
ホ
ー
ム
建
設
の
助
成

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
王
見
台
　
　
　
　
　
　
　

一
億
三
五
〇
〇

④
山
通
児
童
館
（
仮
称
）
・
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）の
建
設（
実
施
設
計
等
）

六
一
三

⑤
日
越
児
童
館
（
仮
称
）
の
建
設
（
測
量
調
査
）

一
七
八

⑥
北
部
保
育
所
の
増
築
　
　
　
　
　
八
八
三
四

保
育
室
、
医
務
室
等

⑦
私
立
認
可
保
育
所
施
設
整
備
の
助
成五

二
八
九

悠
々
保
育
園
（
仮
称
）
の
建
設
、
恵
和
保
育

園
の
増
築
等

▼
医
療
体
制
の
整
備
・
確
立

七
億
一
九
九
九

①
健
康
診
査
事
業
の
実
施
　
　
一
億
九
三
三
〇
　

総
合
健
康
診
査
、
基
本
健
康
診
査
の
実
施

②
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
　
　
　
二
六
六
九

対
象
年
齢
を
三
歳
児
ま
で
拡
大

③
長
岡
赤
十
字
病
院
の
移
転
新
築
補
助

五
億
〇
〇
〇
〇

s
「
中
野
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
は
２
年
来
の
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
入
浴
、
洗

濯
、
掃
除
な
ど
の
世
話
を
し
て
も
ら
い
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
入
浴
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
」
と
山

崎
ヤ
イ
さ
ん
（
93
歳
、
山
田
２
）。
入
浴
前
は
脈
拍
を
計
っ
て
も
ら
い
ま
す
（
２
月
22
日
）。
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222福祉・医療の充実福祉・医療の充実
介護保険実施体制の確立－

▼
介
護
保
険
制
度
の
施
行
準
備
事
業二

四
四
五

①
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
　
　
　
一
二
〇

②
介
護
支
援
専
門
員
の
養
成
　
　
　
　
　
一
二

③
介
護
保
険
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・

整
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五
五

④
介
護
保
険
制
度
の
周
知
　
　
　
　
　
四
六
八

説
明
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
等

▼
在
宅
福
祉
の
充
実
　
　
一
〇
億
四
五
四
三

①
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
（
二
十
四
地
区
）

六
七
〇
一

新
た
に
栖
吉
、
山
本
、
六
日
市
、
黒
条
、
日

越
、
十
日
町
地
区
に
配
置

②
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

五
億
〇
九
五
八

ホ
リ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
サ
テ
ラ
イ
ト

型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

③
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実（
十
カ
所
）

一
億
一
四
四
七

④
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

三
億
三
七
九
二

⑤
障
害
者
社
会
参
加
の
支
援
　
　
　
一
六
四
五

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
運
転
管
理
業
務
受
託
会
社
へ

の
出
資
（
知
的
障
害
者
の
雇
用
）、
福
祉
バ
ス

の
運
行
事
業
等

▼
児
童
福
祉
の
充
実
　
　
　
五
億
六
九
六
〇

①
公
・
私
立
認
可
保
育
所
保
育
料
の
軽
減

三
億
〇
三
七
五

②
私
立
認
可
保
育
所
特
別
保
育
事
業
の
拡
充

二
億
三
三
七
三

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
休
日
保

育
試
行
事
業
、
開
所
時
間
延
長
促
進
事
業
、

障
害
児
保
育
促
進
事
業
等

③
保
育
所
広
域
入
所
の
実
施
　
　
　
　
五
九
一

④
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
　
　
二
六
二
一



平
成
十
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
行
財
政

改
善
が
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
新
年
度
も
引
き

続
き
、
「
長
岡
市
行
財
政
改
善
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
、
改
善
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

十
月
に
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
の

住
民
票
発
行
時
間
を
拡
大
し
、
さ
ら
に
土
、
日

曜
日
も
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。
図
書
館
に
つ

い
て
も
、
冬
期
間
の
閉
館
時
間
を
午
後
六
時
か

ら
七
時
に
延
長
し
た
の
に
続
き
、
中
央
図
書
館

で
土
、
日
曜
日
の
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

ま
た
、
申
請
書
等
押
印
の
省
略
、
添
付
書
類

の
簡
素
化
を
進
め
る
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
施
設

等
の
使
用
料
や
事
業
の
見
直
し
を
実
施
し
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

市
で
も
、
職
員
が
近
隣
市
町
村
へ
出
張
す
る

時
の
日
当
を
廃
止
す
る
な
ど
、
出
張
旅
費
制
度

の
改
正
を
行
い
ま
す
。
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

も
、
平
成
十
一
年
度
五
十
九
歳
昇
給
停
止
、
平

成
十
二
年
度
五
十
八
歳
昇
給
停
止
を
実
施
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
国
の
経
過
措
置
や
他
市
の
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
、
段
階
的
な
引
き
下
げ
を
行

い
、
最
終
的
に
は
五
十
五
歳
昇
給
停
止
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
効
果
等

を
評
価
し
な
が
ら
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
も

の
に
改
善
す
る
た
め
、
事
務
事
業
評
価
制
度
の

導
入
に
着
手
し
ま
す
。

1 9

▼
行
財
政
改
善
の
推
進
　
　
　
　
　

三
五

①
行
財
政
改
善
の
進
行
管
理

行
財
政
改
善
推
進
市
民
委
員
会
の
開
催

―
平
成
十
一
年
度
の
取
り
組
み

―
―

●3１
地
方
債
発
行
の
適
正
化

●3２
行
財
政
改
善
関
連
事
業
の
推
進
＝
戸
籍
総
合
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
整
備
拡
充
、

図
書
館
開
館
時
間
の
延
長
、
各
種
事
業
へ
の
市

民
参
加
、
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

財
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等

●3３
歳
入
の
見
直
し
＝
受
益
者
負
担
の
適
正
化

●3４
経
費
の
削
減
＝
補
助
金
・
負
担
金
の
効
果
的
執

行
、
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
、
民
間
活
力
の

積
極
的
活
用
、
審
議
会
等
の
見
直
し
、
給
与
制

度
の
適
正
化
　

主
要
事
業
の
概
要
（
単
位：

万
円
）

平 成 11 年 度 予 算 案平 成 11 年 度 予 算 案
この予算案は３月定例市議会で審議されます

▲市民サービスコーナーでは、10月から土・日曜日も証明書を発行します

333
行
財
政
改
善
の
推
進

行
財
政
改
善
の
推
進

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
ま
す

事
務
事
業
評
価
制
度
を
導
入
し
ま
す

―
た
だ
い
ま
改
善
中
！

健
や
か
な
児
童
の
育
成
を
進
め
る
た
め
、
保

育
所
の
保
育
料
を
軽
減
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育

所
の
開
所
時
間
の
拡
大
や
未
満
児
保
育
の
充
実

な
ど
、
保
育
所
の
受
け
入
れ
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
育
児
不
安
な
ど
に
対
す
る
相
談
体

制
を
整
備
し
、
子
育
て
を
さ
ら
に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

1 8

児
童
福
祉
の
充
実

▲保育所の保育料を軽減します（２月18日、南部保育所で）。

▼「３月31日が出産予定日です」と荒瀬亨さんとなりえさん（宮内８）。助産婦
さんの指導を受けながら、真剣に赤ちゃんのもく浴実習に取り組んでいました
（２月19日、健康センターで）。



現
在
、
百
十
五
あ
る
自
主
防
災
組
織
を
、
さ

ら
に
四
十
団
体
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防

災
組
織
に
対
し
て
、
防
災
資
機
材
の
支
給
や
指

導
者
研
修
会
を
開
き
ま
す
。

新
年
度
も
市
民
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
ほ
か
、

小
学
校
な
ど
八
カ
所
に
防
災
無
線
を
配
備
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

予
定
し
て
い
た
全
百
七
十
五
カ
所
へ
の
配
備
が

完
了
し
ま
す
。

2 1

▼
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

九
億
〇
六
三
一

①
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

三
億
六
〇
七
三

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
建
設
、
新
分
別
収
集

の
周
知
、
資
源
回
収
の
奨
励

②
低
公
害
車
の
導
入
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
〇

③
廃
棄
物
処
理
対
策
の
推
進
　
一
億
六
四
七
二

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整
備
の
補
助
、
長

岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
廃
棄
物
運
搬
用
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
整
備

④
ご
み
焼
却
余
熱
利
用
施
設
の
建
設

一
億
九
二
七
六

⑤
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
実
施
　
　
　
八
六
一

⑥
ま
ち
並
み
都
市
景
観
の
形
成
　
　
　
四
七
二

長
岡
市
都
市
景
観
条
例
検
討
委
員
会
・
長
岡

市
都
市
景
観
審
議
会
の
開
催
、
都
市
景
観
形

成
計
画
の
作
成

⑦
緑
の
保
全
・
創
出
　
　
　
　
一
億
五
〇
九
七

長
岡
水
辺
プ
ラ
ザ
の
整
備
、
街
路
の
緑
化
、

花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
の
開
催
、
水
環
境
整
備

事
業
、
ふ
れ
あ
い
緑
道
の
整
備

⑧
斎
場
の
改
築
（
測
量
調
査
）

一
八
〇

▼
地
震
等
大
規
模
災
害
対
策
の
推
進八

一
五
五

①
災
害
対
応
体
制
の
整
備
　
　
　
　
二
〇
一
七

防
災
用
局
地
気
象
情
報
の
確
保
、地
域
防
災
無

線
の
整
備
、避
難
場
所
案
内
板
の
書
き
換
え

②
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備
　
　
　
六
四
三

③
自
主
防
災
体
制
の
整
備
　
　
　
　
　
八
五
六

自
主
防
災
組
織
の
育
成
、
防
災
訓
練
実
施
団

体
へ
の
支
援
、
個
人
住
宅
の
耐
震
強
化

④
市
民
防
災
訓
練
の
実
施
　
　
　
　
　
三
三
九

⑤
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
耐
震
診
断
の
実
施

二
七
〇
〇

⑥
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
　
　
　
　
一
六
〇
〇

▼
消
防
・
救
急
救
助
体
制
の
充
実
強
化

一
億
五
四
七
九

①
消
防
車
両
等
の
整
備
　
　
　
　
　
七
四
八
九

②
防
火
水
槽
等
の
整
備
　
　
　
　
　
七
九
九
〇

③
川
西
消
防
署

（
仮
称
）
の
建
設

▼
総
合
治
水
対
策
の
推
進
　
五
億
三
〇
六
七

①
長
岡
市
雨
水
対
策
計
画
（
仮
称
）
の
策
定

八
一
四

②
湛
水
対
策
事
業
の
実
施
　
　
三
億
五
〇
八
〇

③
河
川
・
準
用
河
川
・
用
悪
水
路
の
整
備
、
急

傾
斜
地
の
崩
壊
対
策
等
　
　
一
億
七
一
七
三

▼
除
雪
対
策
の
推
進
　
　
　
二
億
一
七
〇
〇

①
消
雪
施
設
の
整
備
　
　
　
　
一
億
八
五
〇
〇

消
雪
施
設
の
改
良
、
消
雪
老
朽
管
敷
設
替
、

市
道
東
幹
線
66
号
線
雪
寒
道
路
の
整
備

②
除
雪
車
両
等
の
整
備
　
　
　
　
　
三
二
〇
〇

除
雪
ド
ー
ザ
ほ
か
、
歩
道
除
雪
用
小
型
除
雪

機
、
小
中
学
校
除
雪
用
小
型
除
雪
機

主
要
事
業
の
概
要
（
単
位：

万
円
）

自
主
防
災
対
策
を
さ
ら
に
強
化

▲リサイクルプラザの完成予想図

444環境に環境に

平 成 11 年 度 予 算 案平 成 11 年 度 予 算 案
この予算案は３月定例市議会で審議されます

▲昨年の長岡市地震防災訓練（上組小学校）

く
り
に
取
り
組
む
た
め
、
圧
縮
天
然
ガ
ス
を
燃

料
と
し
た
、
ご
み
収
集
用
の
自
動
車
を
一
台
購

入
し
ま
す
。

平
成
九
年
度
に
完
成
し
た
寿
事
業
所
ご
み
焼

却
施
設
の
ご
み
焼
却
熱
を
活
用
す
る
余
熱
利
用

施
設
の
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
施
設

に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
余
暇
を
利
用
し
て
、

健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
浴
場
や
温
水
プ

昨
年
度
か
ら
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
内
に
建
設

を
進
め
て
き
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
が
完
成

し
ま
す
。
稼
働
は
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
で
、

缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源
ご
み
の
分

別
、
圧
縮
、
保
管
を
行
い
ま
す
。
収
集
区
分
な

ど
も
変
更
し
ま
す
の
で
、
新
分
別
や
収
集
方
法

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

ま
た
、
率
先
し
て
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

ー
ル
な
ど
を
設
け
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
都
市
景
観
条
例
検
討

委
員
会
で
条
例
の
制
定
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

条
例
施
行
は
十
二
年
四
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と

な
る
「
都
市
景
観
形
成
計
画
」
を
作
成
し
ま
す
。

2 0

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
が
完
成
し
ま
す

ご
み
焼
却
余
熱
利
用
施
設
を
建
設

▲平成12年４月からの実施に向け、モデル地区から収集した、びん・缶・ペットボトルの
一括袋回収の調査（環境衛生センターで）

やさしく
災害に強いまちづくり
やさしく
災害に強いまちづくり

自
然
と
ま
ち
な
み
が
調
和
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て



2 3

▼
長
岡
の
人
材
教
育
の
推
進
　
　
四
〇
一
二

①
長
岡
の
人
材
教
育
推
進
事
業
　
　
三
九
一
五

小
学
校
で
は
学
校
群
の
充
実
等
、
中
学
校
で

は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
開
催
等

②
米
百
俵
デ
ー
記
念
事
業
　
　
　
　
　
　
九
七

「
米
百
俵
デ
ー
」
市
民
の
集
い
の
開
催

▼
幼
児
・
義
務
教
育
の
充
実
　
　
九
三
〇
二

①
私
立
幼
稚
園
運
営
費
、
障
害
児
教
育
費
の
助

成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
九

②
私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
の
助
成
　
二
〇
〇

③
預
か
り
保
育
推
進
事
業
費
の
助
成
　
一
五
〇

④
外
国
人
子
女
の
支
援
　
　
　
　
　
　
　
五
七

日
本
語
・
生
活
適
応
指
導

⑤
外
国
語
指
導
助
手
に
よ
る
英
語
教
育
の
推
進

二
九
三
九

小
・
中
学
校
の
英
語
教
育
の
充
実
、
長
岡
の

人
材
教
育
の
英
語
指
導

⑥
チ
ャ
レ
ン
ジ
21
教
育
推
進
運
動
の
実
施

二
〇
八
二

⑦
学
校
不
適
応
対
策
　
　
　
　
　
　
　
八
七
五

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用
調
査
、
心

の
教
室
相
談
員
の
活
用
、
不
適
応
サ
ポ
ー
ト

相
談
会

⑧
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の
整
備
　
　
　
一
四
〇
〇

▼
教
育
環
境
の
整
備
　
　
一
一
億
〇
二
八
四

①
学
校
校
舎
等
の
整
備
　
　
　
七
億
七
八
五
六

校
舎
の
増
改
築
（
新
組
小
学
校
、
岡
南
中
学

校
、
南
中
学
校
）、
実
施
設
計
（
阪
之
上
小
学

校
）、校
舎
の
大
規
模
改
造
（
上
川
西
小
学
校
）

②
養
護
学
校
校
舎
の
整
備
（
高
等
部
の
設
置
）

三
億
二
四
二
八

▼
青
少
年
の
健
全
育
成
　
　
　
　
一
二
〇
六

①
青
少
年
「
生
き
る
力
」
育
成
事
業
　
一
七
三

②
青
年
教
育
の
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

③
少
年
教
育
の
推
進
　
　
　
　
　
　
　
七
三
七

④
家
庭
教
育
の
促
進
　
　
　
　
　
　
　
二
三
六

▼
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
確
立五

億
六
三
二
三

①
第
二
次
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
（
仮
称
）

の
策
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
一

②
山
通
公
民
館
の
建
設
　
　
　
　
　
一
三
〇
七

実
施
設
計
等
　
　
　
　
　
　
　
　

③
北
地
域
図
書
館
（
仮
称
）
の
建
設

五
億
三
一
七
〇

④
町
内
公
民
館
の
建
設
補
助
　
　
　
一
四
八
五

公
民
館
建
設
補
助
、
高
齢
者
・
障
害
者
用
施

設
改
善
補
助

▼
地
域
文
化
の
創
造
・
体
育
活
動
の
充
実

二
億
四
三
一
四

①
&
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
の
支
援

九
七
四
五

自
主
事
業
、
文
化
活
動
事
業
の
支
援

②
県
立
歴
史
民
俗
文
化
館
（
仮
称
）
の
整
備
促

進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
億
二
五
〇
〇

③
馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
の
環
境
整
備一

〇
六
七

④
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
設
定
　
　
　
七
四

⑤
県
営
屋
内
プ
ー
ル
の
誘
致
促
進
　
　
　
三
〇

⑥
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
の
整
備
　
二
八
二

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
二
面
（
長
倉
町
）

⑦
各
種
大
会
の
開
催
支
援
　
　
　
　
　
六
一
六

関
東
音
楽
教
育
研
究
大
会
新
潟
大
会
、
全
日

本
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
、
北

信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
、
北
信
越
高
等

学
校
体
操
競
技
選
手
権
大
会
、
北
信
越
高
等

学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

主
要
事
業
の
概
要
（
単
位：

万
円
）

s
「
子
ど
も
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広
場
」
で
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
使
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
づ
く
り
（
栖
吉
小
学
校
）

平
成
十
年
度
か
ら
本
格
実
施
し
た
長
岡
の
人

材
教
育
。
新
年
度
は
さ
ら
に
内
容
を
充
実
し
ま

す
。市

内
の
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
ブ
ラ
ジ
ル

人
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の

わ
か
る
講
師
が
学
校
を
訪
問
し
て
、
日
本
語
指

導
や
生
活
適
応
指
導
を
行
う
な
ど
、
外
国
人
子

女
を
支
援
し
ま
す
。

要
望
の
高
か
っ
た
養
護
学
校
の
高
等
部
は
、

の
情
報
や
活
動
の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

山
通
地
区
の
生
涯
学
習
の
中
心
施
設
と
な
る
、

公
民
館
建
設
の
実
施
設
計
を
し
ま
す
。

北
地
域
図
書
館
（
仮
称
）
は
平
成
十
年
度
で

設
計
が
終
わ
り
、
平
成
十
二
年
四
月
の
開
館
に

向
け
て
建
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
中
央
図
書

館
や
互
尊
文
庫
、
西
・
南
地
域
図
書
館
と
の
連

携
を
図
り
、
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

7
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
で
は
、六
月

の
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
公
演
、
七
月
の
フ
ラ
ン
ス

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
、
来
年
二
月
の
長
岡
国
際

ふ
ゆ
の
た
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
な
ど
、
数
多

く
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
し
て
中
心
市
街
地
を
通
る
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
を
設
定
す
る
ほ
か
、
県
営
プ
ー
ル
の
誘
致

を
進
め
た
り
、
各
種
大
会
の
開
催
を
支
援
し
た

り
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
と
め
ま

す
。

今
年
四
月
に
開
設
し
ま
す
。

学
校
不
適
応
対
策
で
は
、
専
門
知
識
を
持
つ

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
「
心
の
教
室
相
談

員
」
を
中
学
校
に
配
置
し
、
生
徒
の
悩
み
に
き

め
細
か
く
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
教
育
時

間
終
了
後
の
「
預
か
り
保
育
」
を
実
施
す
る
幼

稚
園
に
対
し
、
助
成
し
ま
す
。

新
年
度
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
生
涯
学
習

2 2

学
校
教
育
を
さ
ら
に
充
実

▲第２回長岡国際ふゆのたびフェスティヴァル
（２月10日・長岡リリックホールで）

平 成 11 年 度 予 算 案平 成 11 年 度 予 算 案
この予算案は３月定例市議会で審議されます

555
教
育
・
文
化
の

向
上
を
め
ざ
し
て

教
育
・
文
化
の

向
上
を
め
ざ
し
て

生
涯
学
習
を
推
進

文
化
・
体
育
活
動
を
支
援
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市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、

十
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
、
馬
高
・
三
十

稲
場
遺
跡
の
環
境
整
備
、

長
岡
水
辺
プ
ラ
ザ
の
整

備
な
ど
を
新
年
度
も
引

き
続
き
市
民
の
み
な
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
モ
デ
ル

的
事
業
を
、
市
内
三
地

区
で
実
施
し
ま
す
。

六
月
か
ら
は
、
戸
籍
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
管

理
す
る
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
。
戸
籍
謄

・
抄
本
証
明
書
の
発
行
時
間
の
短
縮
や
経
費
の

節
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
デ
ザ
イ
ン
都
市
長
岡
の
推
進
や

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
も
努
め
て
い
き

ま
す
。
国
際
交
流
で
は
、
姉
妹
都
市
や
友
好
都

市
の
ほ
か
、
中
国
諸
都
市
と
の
交
流
も
進
め
ま

す
。

2 5

▼
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

一
二
億
三
八
九
〇

①
大
環
状
道
路
の
整
備
　
　
　
　
　
　
五
四
九

長
岡
東
西
道
路
の
整
備
促
進
、
信
濃
川
流
域

広
域
幹
線
道
路
の
整
備
促
進

②
都
市
計
画
道
路
の
整
備
　
一
一
億
四
二
〇
〇

③
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
　
　
一
五
六
一
　

市
街
地
循
環
バ
ス
等
の
運
行
助
成
、
バ
ス
待
　

合
所
設
置
の
助
成

④
高
速
道
長
岡
北
バ
ス
停
駐
車
場
の
整
備

七
五
八
〇

▼
広
域
行
政
の
推
進
　
　
　
　
　
一
五
六
五

①
地
方
拠
点
都
市
地
域
と
の
交
流
・
連
携
の
促

進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
三

②
広
域
行
政
推
進
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

の
開
催
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一

③
広
域
観
光
の
推
進
　
　
　
　
　
　
　
三
九
〇

④
保
育
所
広
域
入
所
の
実
施
　
　
　
　
五
九
一

▼
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

五
八
三
九

①
長
岡
水
辺
プ
ラ
ザ
の
整
備
　
　
　
四
六
二
〇

②
モ
ー
ル
整
備
事
業
の
促
進
　
　
　
　
　
二
二

③
馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
の
環
境
整
備一

〇
六
六

④
長
岡
文
化
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
称
）
ワ
ー
　

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
　
　
　
　
　
　
一
三
一

▼
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
　
二
八
四
九

①
山
通
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
建
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
〇

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
（
モ
デ
ル
事
業
）

の
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
九

▼
デ
ザ
イ
ン
都
市
長
岡
の
推
進
　
一
〇
三
二

①
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア，
99
の
開
催
　
　
一
〇
〇
〇
　

環
境
に
優
し
い
住
空
間
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
等

②
産
業
デ
ザ
イ
ン
団
体
成
果
発
表
会
の
開
催三

二
　

▼
高
度
情
報
化
の
推
進
　
　
七
億
一
一
三
九

①
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
の
導
入

一
億
四
二
二
八

②
財
産
管
理
シ
ス
テ
ム
等
の
構
築
　
二
五
三
〇

③
学
習
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
験
事
業

一
二
九

④
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備五

億
三
一
七
〇

⑤
バ
ー
チ
ャ
ル
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
構
築
実
証
実

験
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
〇

⑥
バ
ー
チ
ャ
ル
モ
ー
ル
開
設
推
進
事
業
　
八
二

▼
国
際
交
流
の
推
進
　
　
　
　
　
三
一
〇
七

①
姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
等
と
の
交
流
・
&
長

岡
市
国
際
交
流
協
会
へ
の
支
援
　
三
〇
四
七
　

姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
と
の
交
流
事

業
、
友
好
都
市
バ
ン
ベ
ル
ク
市
、
ト
リ
ア
ー

市
と
の
交
流
事
業
、
中
国
都
市
と
の
交
流
事

業
②
在
住
留
学
生
の
支
援
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　

&
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
舞
台
鑑
賞
割

引
券
の
発
行

▼
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
　
　
三
七
七

①
女
性
問
題
へ
の
啓
発
　
　
　
　
　
　
二
九
八
　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
情

報
誌
の
発
行
等

②
市
民
活
動
の
支
援
及
び
女
性
プ
ラ
ン
推
進
体

制
の
充
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

③
新
な
が
お
か
女
性
プ
ラ
ン
（
仮
称
）
の
策
定
　

四
七

▼
第
二
次
新
長
岡
発
展
計
画
の
推
進一

〇
三
一

後
期
計
画
の
策
定
準
備

主
要
事
業
の
概
要
（
単
位：

万
円
）

市
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
を

その他の
施策

その他の
施策

平 成 11 年 度 予 算 案平 成 11 年 度 予 算 案
この予算案は３月定例市議会で審議されます 666

大
手
通
中
央
地
区
、
大
手
通
表
町
地
区
の
再

開
発
事
業
を
進
め
ま
す
。
長
岡
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー

ド
（
国
道
三
五
一
号
の
表
町
〜
大
手
大
橋
）
は
、

「
雁
木
通
り
」
と
し
て
整
備
を
始
め
ま
す
。
長

岡
操
車
場
地
区
は
、
土
地
区
画
整
理
組
合
を
設

立
し
、
道
路
や
公
園
等
の
整
備
に
向
け
て
測
量

・
設
計
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

北
部
地
域
の
東
西
を
結
ぶ
幹
線
道
路
と
な
る

槇
山
町
亀
貝
線
の
事
業
化
に
向
け
、
測
量
調
査

と
基
本
設
計
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
市
民
が
気

軽
に
信
濃
川
を
楽
し
め
る
よ
う
、
左
岸
に
自
転

車
と
歩
行
者
の
専
用
道
路
を
建
設
し
て
い
き
ま

す
。
長
生
橋
か
ら
下
流
の
約
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
、
新
年
度
は
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
整

備
し
ま
す
。

下
水
道
普
及
率
は
九
十
一
・
五
％
に
な
る
見

込
み
で
す
。
雨
水
を
た
め
て
花
や
木
の
散
水
等

に
再
利
用
す
る
「
雨
水
再
利
用
モ
デ
ル
事
業
」

を
川
崎
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

長
岡
東
西
道
路
の
整
備
を
引
き
続
き
促
進
す

る
と
と
も
に
、
信
濃
川
流
域
広
域
幹
線
道
路
の

実
現
に
向
け
て
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、

北
陸
自
動
車
道
長
岡
北
バ
ス
停
留
所
の
駐
車
場

を
拡
張
し
、
高
速
バ
ス
が
利
用
し
や
す
く
な
る

よ
う
に
し
ま
す
。

2 4

▼
中
心
市
街
地
の
整
備
　
　
一
億
七
六
四
九

①
市
街
地
再
開
発
事
業
の
促
進

一
億
五
六
八
一

②
モ
ー
ル
整
備
事
業
の
促
進
　
　
　
　
　
二
二

③
長
岡
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
雁
木
通
り
の
整
備

六
九
六

④
長
岡
操
車
場
地
区
開
発
整
備
事
業

一
二
五
〇

▼
西
部
丘
陵
地
整
備
事
業
　
六
億
七
二
六
〇

①
西
部
丘
陵
地
区
の
造
成
測
量
　
　
　
二
二
〇

②
西
部
丘
陵
地
区
の
整
備
　
　
　
　
六
二
四
〇

③
西
部
丘
陵
地
関
連
事
業
の
整
備六

億
〇
八
〇
〇

▼
生
活
道
路
、
上
下
水
道
等
の
整
備

八
六
億
六
三
九
二

①
生
活
道
路
等
の
整
備
　
　
二
二
億
四
三
九
五
　

新
設
改
良
46
路
線
、
舗
装
新
設
70
路
線
、
橋

り
ょ
う
整
備
３
橋
、
市
道
東
幹
線
50
号
線
の

道
路
整
備
、
信
濃
川
左
岸
自
転
車
・
歩
行
者

専
用
道
整
備

②
上
水
道
の
整
備
　
　
　
　
　
七
億
八
五
〇
〇
　

浄
水
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、
配
水
管
・
石
綿
管

の
敷
設
替

③
下
水
道
の
整
備
　
　
　
　
四
九
億
〇
八
九
七
　

公
共
下
水
道
、
信
濃
川
下
流
流
域
下
水
道
長

岡
処
理
区
整
備
負
担
金
、
雨
水
再
利
用
モ
デ
　

ル
事
業

④
公
営
住
宅
の
整
備
　
　
　
　
一
億
八
七
六
六
　

土
合
団
地
の
建
設
、
市
営
住
宅
の
環
境
整
備

⑤
公
園
の
整
備
　
　
　
　
　
　
二
億
五
六
八
四
　

街
区
公
園
の
整
備
、
児
童
遊
園
の
整
備
、
や

す
ら
ぎ
の
広
場
の
整
備
、
ふ
れ
あ
い
緑
道
の

整
備
、
長
岡
水
辺
プ
ラ
ザ
の
整
備
、
千
秋
が
　

原
ふ
る
さ
と
の
森
大
型
遊
具
の
設
置

⑥
土
地
区
画
整
理
事
業
の
促
進

二
億
八
一
五
〇

道
路
、
上
下
水
道
の
整
備

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

め
ざ
し
て

▲雁木通りを形成し、歩きやすい快適な道として整備される長岡シンボルロード（表町～大手大橋）

都
市
機
能
を
充
実
、

交
通
網
も
整
備

都
市
機
能
を
充
実
、

交
通
網
も
整
備



格
を
取
得
し
、
そ
れ
を
生
か
し
て
新

た
な
仕
事
に
就
き
た
い
…
。

長
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

こ
の
た
び
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
と
合
同

で
「
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い

う
講
習
会
を
初
め
て
開
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
新
た
に
技
能
や
資
格
を
身
に
つ
け
、

社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。
今
回
行
わ
れ
た
講
習
内
容
は
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
技
能
を
取
得
す
る

講
習
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
三
級
の
資
格
取

得
を
め
ざ
す
介
護
講
習
の
二
つ
で
、
合
わ

せ
て
四
十
一
人
が
挑
み
ま
し
た
。

「
会
社
を
退
職
し
て
か
ら
も
、
い
つ
ま

で
も
現
役
で
、
有
意
義
な
生
活
を
送
り
た

い
」。畔

上
信
二
さ
ん
は
、
会
社
を
退
職
後
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
登
録

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
お
も
に
保
育
所
で

の
除
雪
や
工
場
で
の
出
荷
作
業
に
従
事
し

て
い
ま
す
。

「
何
事
も
経
験
が
大
事
」
と
、
畔
上
さ

ん
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
を
受
講
。

ビ
ル
の
清
掃
や
管
理
を
行
う
た
め
の
基
礎

的
な
心
得
か
ら
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
清
掃
方
法
、

ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
を
使
っ
た
床
清
掃
な
ど
の

実
技
ま
で
、
八
日
間
に
わ
た
る
講
習
を
修

了
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
に
振
り
回
さ

れ
て
い
た
畔
上
さ
ん
も
、
修
了
時
に
は
腰

も
決
ま
っ
て
ス
イ
ス
イ
！

「
と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
役
立
て
れ
ば
」

と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
子
供
が
結
婚
し
、
今
は
夫
婦
二
人
暮

ら
し
。
将
来
の
た
め
に
勉
強
に
来
ま
し
た
」

と
坪
谷
秀
子
さ
ん
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

三
級
の
資
格
を
め
ざ
し
、
介
護
講
習
を
受

講
し
ま
し
た
。
こ
の
講
習
で
は
、
着
替
え

の
お
世
話
、
お
む
つ
・
シ
ー
ツ
の
交
換
、

ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す
へ
の
移
動
な
ど
、
受

講
者
同
士
で
介
護
す
る
側
、
さ
れ
る
側
に

な
り
、
介
護
の
実
技
を
体
験
し
ま
し
た
。

「
頭
の
中
で
は
、
介
護
の
難
し
さ
を
分

か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
実
際
に
体

を
使
っ
て
体
験
し
た
ら
、
予
想
以
上
に
重

労
働
で
し
た
。
今
ま
で
介
護
を
甘
く
み
て

い
た
よ
う
で
す
」
と
、
受
講
者
の
み
な
さ

ん
は
声
を
そ
ろ
え
て
い
ま
し
た
。

◆
　
　
　
　
　
　
◆

初
め
て
実
施
さ
れ
た
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
、

介
護
講
習
と
も
に
、
多
く
の
高
齢
者
が
受

講
し
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意
欲

の
強
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

受
講
し
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
資
格
を

得
る
た
め
に
経
験
し
た
こ
と
は
、
大
き
な

財
産
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、

取
得
し
た
資
格
を
生
か
し
て
仕
事
を
す
る

こ
と
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
員
の
技
能
向
上
を
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
、

新
し
い
分
野
で
の
仕
事
を
求
め
て
い
ま
す
。

何
事
も
経
験
が
大
事
！

相
手
の
身
に
な
っ
て
介
護
を

t
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
を
巧
み
に
操
作
す
る
畔
上
信
二
さ
ん

（
左
、
１
月
29
日
・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
）

～シルバー人材センターで

s
お
む
つ
交
換
の
実
技
に
、
み
な
さ
ん
は
真
剣
そ
の
も
の

（
２
月
16
日
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
ち
だ
園
で
）

東�西�南�北�
春�夏�秋�冬�

まちの話題�

技能を身につけて
活躍したい
技能を身につけて
活躍したい

資

　民生費�
148億4,045万円�
　　　（20.6％）�

　商工費�
124億�

1,963万円�
　　　（17.2％）�

  総務費�
65億6,022万円�
　　 （9.1％）�

　　土木費�
119億3,823万円�
　　　（16.5％）�

  教育費�
75億2,236万円�
  （10.4％）�

市税�
　286億�
　7,400万円�
    　（39.7％）�

諸収入�
141億665万円�
　　（19.5％）�

国庫支出金�
49億3,956万円�
（6.8％）�

市債�
46億2,510万円�
（6.4％）�

地方消費税交付金�
20億円（2.8％）�

分担金及び負担金�
17億833万円 （2.4％）�

県支出金�
26億9,451万円�
（3.7％）�

その他�
49億3,185万円�
（6.9％）�

地方交付税�
　85億円�
　（11.8％）�

歳　入�
　　 公債費�
81億2,884万円�
　　（11.3％）�

予備費 2,000万円�
（0.0％）�

議会費 ４億5,984万円（0.6％）�
労働費 ５億10万円（0.7％）�

農林水産業費 17億6,994万円（2.5％）�
消防費 28億1,729万円（3.9％）�

衛生費 52億310万円（7.2％）�

歳　出�

〈会計別予算額〉

□一 般 会 計

□特 別 会 計
・国民健康保険
・と　畜　場
・下　水　道
・卸 売 市 場
・ス キ ー 場
・駐　車　場
・老 人 保 健

□水道事業会計

総　　　　計

721億8 , 0 0 0万円

40 1億5 , 8 1 0万円
99億 36 0万円
5億7 , 4 7 0万円

11 9億8 , 1 7 0万円
9 , 4 4 0万円

2億2 , 3 8 0万円
1億9 , 7 9 0万円

17 1億8 , 2 0 0万円

6 9億 36 0万円

1 , 1 9 2億4 , 1 7 0万円

一般会計　７２１億８，０００万円



日
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
　
会
場
＝

中
央
公
民
館
　
会
費
＝
月
４
、５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
山
崎
さ
ん
1
46
・
７
９
５

１日
時
＝
３
月
10
日
d
午
後
６
時
〜
９
時

会
場
＝
長
岡
商
工
会
議
所
２
階
大
ホ
ー
ル

定
員
＝
80
人
　
参
加
料
＝
無
料
　
内
容
＝

長
岡
技
術
科
学
大
学
計
画
研
究
室
・
修
士

論
文
発
表
会
ほ
か
　
申
し
込
み
＝
長
岡
商

工
会
議
所
1
32
・
４
５
０
０

日
時
＝
３
月
20
日
g
午
後
２
時
〜
３
時
30

分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
内
容
＝

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
話
ほ
か
　
講
師
＝
長
岡

技
術
科
学
大
学
化
学
系
・
丸
山
一
典
さ
ん

参
加
料
＝
無
料
　
問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
技

術
科
学
大
学
化
学
系
1
47
・
９
３
２
１

日
時
＝
５
月
８
日
g
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
＝
中
央
図
書
館
　
形
式
＝
日
本
語
論
文

と
英
語
ス
ピ
ー
チ
　
応
募
方
法
＝
「
21
世

紀
を
生
き
る
〜
私
た
ち
の
抱
負
」
を
論
文

（
１
、０
０
０
字
以
内
）
に
し
て
、
４
月
20

日
c
ま
で
に
〒
９
４
０
―
０
８
１
４
成
願

寺
町
１
０
４
７
高
野
八
重
子
さ
ん
へ
　
問

い
合
わ
せ
＝
伊
藤
さ
ん
1
29
・
０
７
３
７

日
時
＝
４
月
11
日
〜
９
月
26
日
の
毎
週
日

曜
日
午
前
６
時
か
ら
　
集
合
＝
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
　
参
加
料
＝
小
・
中
学
生
３
０

０
円
、
高
校
生
以
上
１
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
４
月
２
日
f
ま
で
に
生
涯
学
習
・

体
育
課
1
32
・
５
１
１
０
へ
　
問
い
合
わ

せ
＝
鳥
越
さ
ん
1
33
・
５
１
８
１

例
会
＝
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
会
費
＝

年
３
、０
０
０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
井
月
会

・
星
野
四
郎
さ
ん
†
34
・
０
３
５
５

高
度
化
し
、
は
ん
ら
ん
す
る
情

報
の
中
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
理
解
と
活

用
法
を
考
え
ま
す
。

日
時
＝
３
月
27
日
g
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

４
０
１
教
室
　
定
員
＝
30
人
　
講

師
＝
上
越
教
育
大
学
助
教
授
・
南

部
昌
敏
さ
ん
　
申
し
込
み
＝
３
月

24
日
d
ま
で

日
時
＝
３
月
10
日
d
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
会
場
＝
市
立
劇
場
大

ホ
ー
ル
　
テ
ー
マ
＝
あ
な
た
の
健

康
は
大
丈
夫
か
　
講
師
＝
柏
崎
観

光
産
業
振
興
協
会
会
長
・
土
田
新

吾
さ
ん

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市
内

に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お
お
む

ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

世
界
中
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
め
ぐ

り
や
楽
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く

り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
３
月
10
日
d
・
12
日
f
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
（
計
２

回
）

会
場
＝
教
育
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
20
人

参
加
料
＝
１
、０
０

０
円
　
申
し
込
み
＝
前
日
ま
で
に
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
事
務
室
へ

…
午
後
１
時
〜
５
時
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
…
午
後
２
時
20
分
か
ら
と

午
後
３
時
20
分
か
ら
で
す
。

外
国
人
に
と
っ
て
日
本
は
ど
ん

な
国
な
の
で
し
ょ
う
。
パ
ネ
リ
ス

ト
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
３
月
12
日
f
午
後
７
時
〜

９
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
４
０

１
教
室
　
パ
ネ
リ
ス
ト
＝
中
国
・

韓
国
出
身
者
　
定
員
＝
40
人

円
　
申
し
込
み
＝
３
月
14
日
a
〜

21
日
-
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て

直
接
セ
ン
タ
ー
へ

参
加
人
数
に
よ
り
対
局
方
法
を

決
定
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
28
日
a
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
　
対
象
＝
小
学
生
〜
高

校
生
　
申
し
込
み
＝
３
月
21
日
-

ま
で

◇
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
３
月
７

日
a
か
ら
「
春
の
星
座
と
世
界
の

星
空
」
を
投
映
し
ま
す
。

◇
３
月
25
日
e
〜
31
日
d
の
利
用

時
間（
休
館
日
、
土
・
日
を
除
く
）

は
、
科
学
コ
ー
ナ
ー
…
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
、
温
水
プ
ー
ル

日
時
＝
３
月
21
日
-
午
後
２
時
20

分
〜
３
時
20
分
　
内
容
＝
ア
ニ
メ

「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」（
ス

リ
ル
と
シ
ョ
ッ
ク
で
大
あ
わ
て
）、

ア
ニ
メ「
月
の
峰
の
狼
・
手
品
師
」

日
時
＝
３
月
25
日
e
〜
31
日
d

（
29
日
b
を
除
く
）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
（
計
６
回
）

対
象
＝

小
学
５
年
生
〜
中
学
生
ま
た
は
親

子
　
定
員
＝
10
人
（
親
子
は
２
人

で
１
台
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
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青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
DE.

R
T
Q
V

●
子
ど
も
映
画
劇
場

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
春
休
み
将
棋
大
会

中
央
公
民
館
†
DC.

Q
U
T
X

●
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

●
メ
デ
ィ
ア
教
育
講
座
（
無
料
）

「
小
・
中
学
校
に
お
け
る
情
報

教
育
の
課
題
と
展
望
」

●
高
齢
者
趣
味
の
教
室

公
開
講
演
会
（
無
料
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
DC.

U
U
S
Z

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
教
室

「
あ
な
た
も
世
界
へ
情
報
発
信
」

■
長
岡
の
将
来
像
を
語
り
合
う
懇
談
会

■
講
演
会
「
暮
ら
し
の
中
の
環
境
科
学
」

■
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

出
場
者
募
集

■
お
は
よ
う
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■雪割草展示会（無料）
〔日　時〕３月13日g・14日a

午前９時30分～午後４時30分
〔会　場〕暖の館２階・展示室
〔主　催〕越後長岡雪割草会

■休園期間
３月15日b～４月16日fは、春の準備作業のため休園します。
４月17日gからは通常どおり開園します。

■石垣の休憩所オープン
４月下旬に、緑の千畳敷からフォリー

の丘にいたる４３０段の石段の横に、新
しく石垣の休憩所がお目見えします。
休憩所内には和風庭園も併設され、今

までとは一味違った雰囲気で市街地を眺
めることができます。

冬期間には、たくさんの　
ご来園をいただきありがと
うございました！
開園１周年に向けて、標高２２４ｍの展望台や子どもたちに人気

のころりん城に連結する木製遊具の準備が進められています。
次々と魅力ある施設が登場しますので、みなさんお楽しみに！

国営越後丘陵公園からのお知らせ

越後公園管理センター147・８００１

ころりんs

■
万
葉
集
を
学
習
す
る
会
・
会
員
募
集

▲石垣の休憩所

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、返
信

の
表
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
記
入
し
て
３
月
16
日
c
ま
で
に

〒
９
４
０
―
０
８
２
１
栖
吉
町
３

６
７
０
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン

タ
ー
へ
。は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
家
族
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

日
時
＝
３
月
24
日
d
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
　
定
員
＝
20
人
　
参
加

料
＝
５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
３

月
10
日
d
午
前
９
時
か
ら

日
時
＝
３
月
13
日
g
午
前
10
時
〜

正
午
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
２
階

講
堂
　
内
容
＝
「
春
の
園
芸
作
業
」

〜
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
や
寒
梅
等
の
植

え
替
え
・
育
て
方
　
講
師
＝
小
林

正
夫
さ
ん
（
市
政
だ
よ
り
「
園
芸

教
室
」
担
当
）

定
員
＝
50
人

申
し
込
み
＝
３
月
10
日
d
ま
で

日
時
＝
３
月
10
日
d
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
　
内
容
＝
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
簡
単
な
工
作
な
ど

対
象
＝
２
、
３
歳
児
と
保
護
者

会
場
＝
講
座
室
１

日
時
と
内
容
＝
①
３
月
18
日
e
午

人
前
で
楽
し
く
話
す
た
め
に
、
一
緒
に

学
習
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
４
月
７
日
d
〜
来
年
３
月
の
毎
週

第
１
〜
３
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
会
費
＝
年
１
２
、０

０
０
円

申
し
込
み
＝
名
地
さ
ん
1
66
・

６
４
３
２
（
夜
間
）

日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
会
費
＝
月
２
、０
０

０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
佐
藤
さ
ん
1
32
・

４
９
７
３

日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
（
初
回
は
４
月
13
日
c
）

会
場
＝
長

岡
聖
ル
カ
保
育
園
　
会
費
＝
大
人
…
年
１

５
、０
０
０
円
、
学
生
…
年
５
、０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
廣
川
さ
ん
1
92
・
２
１
３
４

日
時
＝
４
月
７
日
d
〜
８
月
の
毎
週
水
曜

日
時
＝
３
月
12
日
f
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
第

２
小
ホ
ー
ル
　
内
容
＝
か
し
こ
い

引
っ
越
し
の

知
恵
　
講
師

＝
6
新
潟
県

ト
ラ
ッ
ク
協

会
業
務
課
長
・

坂
井
勝
さ
ん

日
時
＝
３
月
14
日
a
午
前
８
時
〜

11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝

信
濃
川
　
集
合
＝
大
手
大
橋
東
詰

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
　
参
加
料

＝
50
円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

雨
具
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
な
ど
　
申

し
込
み
＝
３
月
11
日
e
ま
で

後
６
時
30
分
〜
８
時
40
分
「
ア
ウ

ト
ブ
レ
イ
ク
」（
'95
ア
メ
リ
カ
）

②
３
月
26
日
f
午
後
２
時
〜
３
時

35
分
「
ピ
ノ
キ
オ
」
（
'96
イ
ギ
リ

ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
合
作
）

会
場
＝
講
堂
　
※
②
の
み
午
後
１

時
30
分
か
ら
整
理
券
を
配
付

日
時
＝
３
月
26
日
f
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
　
内
容
＝
沢
木
耕
太
郎

「
深
夜
特
急
３
」

会
場
＝
講
座

室
１

日
時
＝
４
月
〜
10
月
の
毎
週
木
曜

日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
（
計
20

回
）

定
員
＝
30
人
　
参
加
料
＝

１
、５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
３
月

10
日
d
〜
17
日
d

植
え
付
け
＝
４
月
11
日
a
午
前
９

時
〜
正
午
　
収
穫
＝
７
月
３
日
g

・
４
日
a
の
ど
ち
ら
か
（
こ
の
ほ

か
に
除
草
、
土
寄
せ
等
の
作
業
が

あ
り
。
収
穫
し
た
い
も
は
持
ち
帰

り
で
き
ま
す
）

定
員
＝
16
家
族

（
１
家
族
40
株
位
）

参
加
料
＝

１
家
族
１
、５
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に

「
じ
ゃ
が
い
も
栽
培
体
験
希
望
」・

INFORMATION
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●特に記載のないものは、電話で申し込んでくだ�
　さい。先着順で受け付けます。�

お知らせ�
〒940�
 －8501

お知らせ�催 し�

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

●
じ
ゃ
が
い
も
の
栽
培
体
験
を

し
ま
せ
ん
か

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

†
DE.

V
T
W
Q

●
「
お
こ
わ
だ
ん
ご
」
加
工

公
園
緑
地
課
†
DJ.

S
S
T
Q

●
花
と
緑
の
教
室
（
無
料
）

中
央
図
書
館
†
DC.

Q
W
V
Y

●
親
子
お
は
な
し
工
作
教
室
　
　

ひ
な
ま
つ
り
ス
ペ
シ
ャ
ル

●
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る

映
画
会

●
読
者
の
つ
ど
い

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

†
DG.

X
S
Q
Q

●
趣
味
創
作
教
室
「
盆
栽
」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

†
DC.

Q
Q
S
S

●
く
ら
し
の
講
座

●
冬
鳥
さ
よ
な
ら
探
鳥
会

科
学
博
物
館
†
DC.

Q
V
U
W

■
話
し
方
教
室
「
話
の
泉
」
会
員
募
集

■
メ
サ
イ
ア
合
唱
団
員
募
集

■
英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

開園日：３月21日-

時　間：午前９時～午後
５時（入園は午
後４時30分まで）

入園料：大　人３００円
子ども２００円

〔オープニングイベント〕
日　時：３月21日-

・テープカット（午前９時から東口にて）
※オリジナルテレホンカードをプレゼント　　
（数量限定）

・つきたてのきなこ餅と甘酒をサービス！
（午後１時から。数量限定）

〔雪割草まつり：３月21日-～31日d〕
場　所：雪国植物園東口・山野草常設展示場
内　容：雪割草の名品（非売品）約１００鉢

を展示します。即売会もあります。
◇雪国植物園で見られる早春の花々

雪割草、福寿草、ショウジョウバカマ、
キクザキイチゲ、ミズバショウなどが見ご
ろです。４月に入るとカタクリをはじめと
した様々な花が咲き始め、園内の主役は週
ごとに変わります。

◇ボランティアガイドをご利用ください
土・日・祝日にはボランティアガイドが説

明をしながら、園内を案内します。
問い合わせ＝雪国植物園146・００３０ た　

だし、３月20日gまでは大原さ
ん146・５８８０へ

待�望�の�春�

辛島美登里コンサート
日　時＝３月18日e午後７時開演
会　場＝市立劇場
料　金＝全席指定４，０００円

（当日５００円増）
問い合わせ

&長岡市芸術文化振興財団
129・７７１１

雪国植物園ヘどうぞ！

■
女
声
合
唱
団
み
つ
葉
・
団
員
募
集

▲カタクリ



日
時
＝
３
月
27
日
g
午
後
２
時
開
演
　
会

場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
　
問
い
合
わ
せ
＝
門
口
さ
ん
1
０
９
０

・
２
２
５
９
・
０
４
２
１

日
時
＝
３
月
17
日
d
午
後
１
時
30
分
か
ら

内
容
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
、
歴
史
へ
の
招
待

会
場
と
問
い
合
わ
せ
＝
東
北
電
力
㈱
長
岡

営
業
所
・
ら
ぷ
ら
す
1
36
・
０
０
３
０

学
科
・
専
攻
科
の
授
業
科
目
を
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
開
放
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
短
期
大
学
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
1
39
・
１
９
０
３

〔
社
会
人
向
け
講
座
〕
期
日
と
内
容
＝
①

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
門
…
４
月
28
日
〜
９
月

29
日
の
毎
週
水
曜
日
②
英
会
話
…
４
月
26

日
〜
来
年
２
月
28
日
の
毎
週
月
曜
日
③
小

説
…
４
月
28
日
〜
来
年
３
月
１
日
の
毎
週

水
曜
日
　
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

受
講
料
＝
①
２
、
０
０
０
円
②
③
４
、
０

０
０
円
（
教
材
費
別
）

定
員
＝
①
15
人

②
20
人
③
25
人
　
申
し
込
み
＝
所
定
の
願

書
で
、
３
月
23
日
c
〜
４
月
15
日
e
に

〔
科
目
履
修
生
募
集
〕
出
願
資
格
＝
今
年

３
月
に
中
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人
、
す

で
に
卒
業
し
た
人
　
受
講
料
＝
週
１
時
間

で
、
月
１
２
０
円
　
申
し
込
み
＝
所
定
の

願
書
で
３
月
18
日
e
〜
４
月
２
日
f
に

日
時
＝
４
月
４
日
a
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
　
会
場
＝
神
田
公
民
館
　
問
い
合
わ
せ

＝
須
藤
さ
ん
†
35
・
４
２
２
２

７
２
柳
原
町
２
の
１
中
央
公
民
館

1
32
・
０
４
３
７
へ
③
往
復
は
が

き
の
往
信
の
裏
に
「
希
望
す
る
場

所
」
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
、

〒
９
４
０
―
８
５
０
１

幸
町
２
の
１
の
１
農
林

政
策
課
1
39
・
２
２
２

４
へ姉

妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市

な
ど
か
ら
長
岡
を
訪
れ
る
青
少
年

た
ち
を
、
受
け
入
れ
る
ご
家
族
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
お
願
い
す
る
際
に
は
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

あ
な
た
も
地
球
人
と
し
て
、
世

界
に
交
流
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
際
文
化
課
内
7

長
岡
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
1

39
・
２
２
０
７

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
資
産
内

容
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

場
所
＝
資
産
税
課
（
市
役
所
２
階
）

用
意
す
る
も
の
＝
認
印
※
代
理
の

場
合
は
、
所
有
者
の
認
印
（
ま
た

は
委
任
状
）
と
代
理
人
の
認
印

な
お
、
４
月
15
日
こ
ろ
に
発
送

す
る
納
税
通
知
書
に
は
、
資
産
の

内
容
を
掲
載
し
た
「
課
税
明
細
書
」

を
添
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
資
産
税
課
1
39
・

２
２
１
３

場
所
と
区
画
数
＝
柿
町
字
下
耕
地

２
３
５
（
１
区
画
30
㎡
）
参
加
料

＝
２
、
０
０
０
円

②
健
康
農
園

場
所
と
区
画
数
＝
信
濃
川
河
川
公

園
内
・
畑
70（
１
区
画
50
㎡
）、
花

壇
18
（
１
区
画
20
㎡
）
対
象
＝
55

歳
以
上
　
参
加
料
＝
畑
２
、
０
０

０
円
、
花
壇
５
０
０
円

③
市
民
農
園

場
所
と
区
画
数
＝
摂
田
屋
６
、
摂

田
屋
西
１
、
北
山
３
（
１
区
画
33

㎡
）

参
加
料
＝
摂
田
屋
、
摂
田

屋
西
３
、０
０
０
円
、
北
山
３
、５

０
０
円◇

　
　
　
◇
　
　
　
◇

申
し
込
み
＝
３
月
19
日
f
ま
で
に

①
②
は
が
き
に
「
希
望
す
る
農
園

と
場
所
」
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
新
規
か
継
続

か
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
０
０

く
る
」

持
ち
物
＝
室
内
ば
き
、

タ
オ
ル
、
新
聞
紙
ほ
か
　
参
加
料

＝
無
料
　
講
師
＝
新
潟
福
祉
医
療

専
門
学
校
・
池
良
弘
さ
ん
　
申
し

込
み
＝
３
月
12
日
f
ま
で

家
族
そ
ろ
っ
て
土
に
親
し
み
、

野
菜
や
花
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
〜
③
と
も
に
１
人
（
１
グ
ル

ー
プ
）
に
つ
き
１
区
画
で
、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園

〔
桜
剣
士
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
〕

①
剣
道
・
小
学
生
以
上
②
４
月
７

日
〜
来
年
３
月
の
週
２
回
午
後
４

時
30
分
〜
６
時
③
月
２
、
５
０
０

円
（
入
会
金
２
、
０
０
０
円
）

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

会
場
＝
北
部
体
育
館
　
定
員
＝
各

20
人
　
申
し
込
み
＝
３
月
10
日
d

午
前
９
時
か
ら
北
部
体
育
館
1
24

・
６
１
１
６
へ

日
時
＝
３
月
15
日
b
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館

対
象
＝
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク

ル
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
指
導
者

お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
　
内
容
＝
実
技

「
ふ
れ
あ
い
が
心
身
の
健
康
を
つ

3 1

栖
吉
川

青少年文化センター  �
●　�

長岡高校�

長岡大手高校�
文�

文�

文�四郎丸小学校�

● 中央図書館�
● 市民体育館�
�

至小千谷�

国
道
十
七
号�

栖吉川 

マイロード長岡�

　　　● �
四郎丸交番�

国道352号

国道4
04号

至新潟� 至新潟�

サンライフ長岡長岡�サンライフ長岡�

●�

現地案内図�

長 

岡 

駅�

公園�

�
��
�

悠久山自転車歩行者専用道�

国道352号�

栖
吉
川

分譲区画図�

マ
イ
ロ
ード
長
岡

●�

⑧�
⑨�
⑩�
⑪�
⑫�

①�②�
③�

④�⑤�
⑥�
⑦�

くらし�

〔場　　所〕前田２丁目・12区画
〔区画面積〕181.22㎡～242.19㎡
〔価　　格〕2,029万円～2,825万円

（１㎡あたり112,000円～121,000円）
〔申込要件〕・１世帯１区画（共有でも可）です。

・法人の申し込みはできません。
・同一区画に２人以上の申し込みがあった
場合は、４月22日eに抽選を行います。

〔受け付け〕３月23日c～４月12日b

〔持参するもの〕印鑑、住民票抄本１通
〔申し込み〕用地管財課内長岡地域土地開発公社

139・２２１１

住宅用地を分譲します
長岡地域土地開発公社からのお知らせ

生
涯
学
習
・
体
育
課

†
DC.

V
R
R
Q

●
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
講
座

●
農
園
利
用
者
募
集

●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
期
間
は

３
月
１
日

〜
23
日

で
す

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
を
見
る
会

■
長
岡
短
期
大
学
科
目
等
履
修
生
募
集
　

■
長
岡
明
徳
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
水
道
町
３
・
1
33
・
５
８
２
１
）

■
新
潟
県
内
の
大
学
生
に
よ
る

ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
'99
（
無
料
）

（月）

（火）

■

Ａ
Ｆ
Ｓ
異
文
化
体
験
発
表
会
・

留
学
生
歓
迎
会
（
無
料
）

（財）

之
上
小
）
…
土
、
テ
ニ
ス
（
東
山

テ
ニ
ス
場
な
ど
）
…
随
時
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
南
部
体
育
館
な

ど
）
…
随
時

※
か
っ
こ
書
き
の
な
い
も
の
は
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
会
場
で
す
。

休
館
日
＝
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
　
開
館
時
間
＝
平
日
は
午
前

10
時
〜
午
後
９
時
、
土
曜
日
は
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

①
種
目
・
対
象
②
練
習
日
時
③
参

加
料

〔
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
〕

①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
小
学
２
年
生

以
上
②
４
月
７
日
〜
来
年
３
月
の

毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
45
分
〜
７

時
③
年
８
、０
０
０
円

〔
寿
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
〕

①
空
手
・
小
学
生
以
上
②
４
月
７

日
〜
来
年
３
月
の
毎
週
水
曜
日
午

後
５
時
〜
７
時
③
月
３
、０
０
０
円

3 0
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

男
性
も
大
歓
迎
で
す
！
お
気
軽

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
４
月
〜
９
月
　
時
間
＝
午

後
６
時
〜
８
時
（
料
理
の
み
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
）

教
材
費
＝

花
道
１
６
、０
０
０
円
、
料
理
１
４
、

０
０
０
円
、
茶
道
・
ペ
ン
毛
筆
８
、

０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
３
月
15

日
b
〜
３
月
31
日
d
に
、
教
材
費
、

利
用
者
協
議
会
費
４
０
０
円
を
持

参
希
望
者
は
ホ
ー
ム
へ
ど
う
ぞ
。

ク
ラ
ブ
（
会
場
）
と
曜
日
＝
社
交

ダ
ン
ス
…
月
・
水
、
美
術
…
月
・

木
、
空
手
…
火
・
木
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
（
北
部
体
育
館
な
ど
）
…
火
、

卓
球
…
金
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
阪

※幼児、基礎の各コースは、夏休み期間（7／25～8／31）を除く。�

コ ー ス 名�
A�
B�
C�
A�
B�
C�
A�
B�
A�
B�
A�
B�
A�
B�
A�
B�
C

30人�
10人�
10人�
10人�
10人�
10人�
10人�
10人�
15人�
10人�
５人�
５人�
５人�
５人�
５人�
５人�
20人�
15人�
15人�

4/7 ~ 来年3/29�
4/3 ~ 来年3/25�
4/1 ~ 来年3/30�
4/13 ~ 来年3/28�
4/3 ~ 来年3/25�
4/2 ~ 来年3/31�
4/5 ~ 来年3/27�
4/3 ~ 来年3/25�
4/5 ~ 来年3/27�
4/2 ~ 来年3/31�
4/13 ~ 来年3/28�
4/1 ~ 来年3/30�
4/1 ~ 来年3/30�
4/7 ~ 来年3/29�
4/5 ~ 来年3/27�
4/7 ~ 来年3/29�
4/2 ~ 来年3/31�
4/1 ~ 来年3/30�
4/11 ~ 来年3/26

水  16：00～17：00�
土  10：30～11：30�
木  16：00～17：00�
火  16：30～17：30�
土  15：30～16：30�
金  16：30～17：30�
月  18：30～20：00�
土  18：30～20：00�
月  13：00～14：30�
金  13：00～14：30�
火  10：30～12：00�
木  10：30～12：00�
木  13：00～13：45�
水  13：00～13：45�
月  11：00～12：00�
水  11：00～12：00�
金  11：00～12：00�
木  17：00～18：30�
日  10：30～12：00

5,500円�
6,000円�
5,000円�
5,000円�
6,000円�
6,000円�
6,000円�
6,000円�
6,000円�
6,000円�
5,000円�
5,000円�
5,000円�
5,500円�
6,000円�
5,500円�
6,000円�
5,000円�
4,000円�

幼 児� 年中・年長児�

小学1・2年生�基 礎�

水中ウォーキング�

シンクロナイズドスイミング�
ダ イ ビ ン グ�

マ ス タ ー ズ�

シ ル バ ー�

婦 人�

アクアビクス�

一 般 成 人�

小学３年生以上�

一 般 成 人�

一 般 成 人�
（ 初 心 者 の み ）�

小学３年生～中学生�

一 般 成 人�
（初心者から中級者まで）�

概ね60歳以上�
（初心者から中級者まで）�

女 性�
（初心者から中級者まで）�

水慣れから、初歩的な泳ぎ方までを学

びます。�
○恐怖心の除去 ○補助具付水泳�

初歩動作から、基礎的な泳ぎ方までを

学びます。�
○クロール・背泳ぎの習得�

腰痛や肥満対策に必要な、水中動作�
（ウォーキング）を学びます。�

飛込の基本的な技術を学びます。�
シンクロナイズドスイミングの基本的な技術を学びます。�

体力づくりや、健康づくりのための正しい泳

ぎ方を学びます。　○泳力増進・４泳法の習得�
上記に準じた内容です。�
○無理のない泳ぎ方の習得�
上記に準じた内容です。�
○泳力増進・４泳法の習得�
音楽等に合わせて、体力づくりに必要な水中運動�
（水中エアロビクス）の基本動作を学びます。�

期 間� 定員� 対　 象� 参加料�
（4～6月分）� 内　　　容�曜 日 と 時 間�

会　　場＝悠久山屋内温水プール
持 ち 物＝水着、水泳用ゴーグル（水泳帽は用意し

ます）
申し込み＝３月23日c～３月26日fの午前10時～午

後８時に悠久山屋内温水プール135・６
３６８へ（先着順）

※参加料は、各コースの初日に持参してください。
この他にプール使用料が必要です。

人口と世帯数 住民基本台帳登録数11.２.１（前月比）

191,329人 94,157人 97,172人 63,710世帯
（－58） （－35）（－21）（－37）

スポーツ�

講
座�

ペ
ン

毛
筆�

定
員�

月
曜
コ
ー
ス�

コ
　
ー
　
ス�

火
曜
コ
ー
ス�

水
曜
コ
ー
ス�

木
曜
コ
ー
ス�

金
曜
コ
ー
ス�

花　　道�料理�

各24人� 各35人�35人� 各15人�

小川流�

煎茶�

宗　流�

抹茶�

茶　　道�

草
月
流�

池
　
坊�

成
月
流�

草
月
流�

池
　
坊�

月
〜
木
曜
の
４
コ
ー
ス�

月
曜
コ
ー
ス�

火
曜
コ
ー
ス�

木
曜
コ
ー
ス�

火
曜
コ
ー
ス�

●
楽
し
い
教
養
講
座

●
初
心
者
大
歓
迎
！

楽
し
い
ク
ラ
ブ
に
ど
う
ぞ

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

休
館
日
・
開
館
時
間
が

４
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

●
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
団
員
募
集

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）
†
DE.

S
X
Q
Q

水 泳 教 室

悠 久 山

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
DC.

U
U
S
Z
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育
芸
術
の
会
†
33
・
２
８
２
４

①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④
会
費
⑤
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
等

◇
長
岡
市
柔
道
教
室

①
毎
週
火
・
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
、
毎
週
土
曜
日
午
後
６
時
〜
７
時
30
分
、

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
〜
11
時
②
市
民
体

育
館
③
小
学
生
以
上
④
小
学
生
…
年
１

０
、
０
０
０
円
、
中
学
生
以
上
…
年
７
、

０
０
０
円
（
施
設
使
用
料
別
）
⑤
本
田
さ

ん
†
32
・
２
４
２
９

◇
長
岡
サ
ッ
カ
ー

①
４
〜
11
月
の
毎
週
日
曜
日
午
前
７
時
〜

８
時
30
分
②
リ
ッ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
③
小

学
生
④
１
〜
３
年
生
…
年
１
０
、
０
０
０

円
、
４
〜
６
年
生
…
年
２
０
、
０
０
０
円

（
入
会
金
５
、
０
０
０
円
）
⑤
説
明
会
…

３
月
22
日
b
午
前
９
時
か
ら
北
部
体
育
館

で
（
保
護
者
も
）、
申
し
込
み
…
小
林
さ
ん

†
35
・
１
６
２
０

◇
希
望
が
丘
Ｓ
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）

①
毎
週
第
２
土
曜
日
・
日
曜
日
午
前
９
時

〜
正
午
②
希
望
が
丘
小
学
校
③
小
学
生
④

年
１
０
、
０
０
０
円
⑤
説
明
会
…
３
月
20

日
g

午
後
７
時
か
ら
希
望
が
丘
公
民
館

で
、
申
し
込
み
…
穴
澤
さ
ん
†
０
９
０
・

２
２
０
８
・
７
４
４
８

◇
レ
オ
ネ
ス
長
岡
ジ
ュ
ニ
ア

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
サ
ッ
カ
ー
）

①
毎
週
月
・
木
曜
日
午
後
６
時
〜
７
時
30

分
、
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
午
後
２
時
〜

６
時
②
新
町
小
学
校
ほ
か
③
小
学
生
男
子

④
１
、
２
年
生
…
年
６
、
０
０
０
円
、
３

年
生
以
上
…
年
１
２
、
０
０
０
円
⑤
土
田

さ
ん
†
24
・
４
７
３
６

日
時
＝
４
月
３
日
〜
７
月
24
日
の
毎
週
土

曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
（
計
18
回
）
定

員
＝
20
人
　
受
講
料
＝
１
０
、
０
０
０
円

会
場
と
申
し
込
み
＝
３
月
31
日
ま
で
に
日

本
棋
院
長
岡
支
部
道
場
（
大
手
通
２
・
安

達
ビ
ル
２
階
）
†
35
・
４
３
０
５
へ

■
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

■
初
心
者
囲
碁
教
室

くらしの
ひとくちガイド

【くらしに必要な証明書が欲しいときは…】
戸籍・住民票などに関する証明書は、市役所１階市民課
39・２２１５で交付しています。
また、次の方法で交付申請することもできます。

●市民サービスコーナー（大手通１）
36・７８２２

◇取り扱う証明書◇
戸籍謄本（抄本）、戸籍附票の写し、身分証明書、住民票
の写し、印鑑登録証明書、外国人登録済証明書、年金現
況届証明書
◇取り扱い時間◇
午前７時30分～午後６時
（午前７時30分～８時30分、
午後５時～６時は、あらか
じめ受け付けた証明書の交
付と受付のみ）
◇休日夜間申請受付ボックス◇
取り扱い時間以外は、市民サービスコーナー入口にあ
る「休日夜間申請受付ボックス」で、証明書の申請を受
け付けます。
ただし、各種届出と除籍謄本（抄本）は扱っていません。

●郵便による申請
◇取り扱う証明書（申請できる人）◇
戸籍謄抄本（本人またはその家族）、住民票の写し・年金　
の証明書（本人または同一世帯の人）
◇申請方法◇
郵便局にある用紙で申請してください。
◇交　付◇
申請書が市役所に着いてから、３～４日で届きます。

●電話による申請
◇取り扱う証明書（申請できる人）◇
住民票の写し（本人または同一世帯の人）
◇申請方法◇
市民課 39・２２１５へ直接電話してください。
◇交　付◇
土曜日の午前中に市役所西口警備員室で交付します。

【休みの日に急病になったら…】
休日に体の具合が悪くなったときのために、休日急患

診療所が開設されています。
◇場　所◇
長岡市健康センター１階
（西千手２の５の１）
◇診療科目◇
内科・小児科・外科・歯科
◇診療日◇
日曜日、祝日、年末年始
◇診療時間◇
内科、小児科、外科は午前
９時～午後６時、歯科は午
前９時～午後４時
◇問い合わせ◇
内科、小児科、外科 35・８２５５、歯科 33・９６４４

【市からのお知らせを知るには…】
長岡市役所からのお知らせは、主にこのながおか市政

だよりでご家庭にお届けしています。
市政だよりは、毎月１回１日（１、５、８月は前月の25日）

発行。各町内会を通じて各世帯に配られます。
このほかＢＳＮラジオの「長岡市だより」（月～金曜日の

午後２時45分から２分間）でもお知らせしています。目の
不自由な人にはカセットテープ「声の市政だより」をお送
りします。ホームページも開設しています。
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｎａｇａｏａｋａ．ｎｉｉｇａｔａ
問い合わせ＝広報課 39・２２０２

ようこそ長岡市へ！
「引っ越してきた時、どんな情報が必要ですか？」
～埼玉県大宮市から転入した山口寛さん（永田）～

「一番知りたいのは、ごみの分別の仕方や出す場所、出
す日ですね。引っ越しでかなり
ごみが出ますし、市役所にくる
のは越してきて数日後ですか
ら、結構たまってしまうんです。
引っ越してきたばかりだと、ご
近所に聞くのもためらってしま
うので、窓口で教えてもらえる
とありがたいです」。

ご利用ください！
生活ガイドブック
長岡市では、生活に必要な情報
をまとめたガイドブック「ようこ
そ長岡市へ」を転入者に配付して
います。
市民課窓口で配付していますの
で、ぜひご利用ください！
問い合わせ＝広報課 39・２２０２

入学、就職、転勤…。春は新しい
出発のシーズンです。毎年３月から
４月にかけて約3,000人が長岡市へ
転入してきます。
今月は長岡でのくらしに役立つお
知らせをいくつかひろってみました。

大手口�
　広場�

長岡�
グランド�
ホテル�

厚生会館�

市民�
サービスコーナー�

大
手
通
り�

長　岡　駅�

至
大手通り�

至 宮内�
市役所通り�

消防署�

健康�
センター�

工業高� 市役所�

▲転入手続きをする山口さん（市民課で）

▲生活ガイドブック
「ようこそ長岡市へ」

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

ご
み
が
出
る
場
合
、「
燃
や
す
ご
み
」

は
寿
事
業
所
ま
た
は
鳥
越
事
業
所

へ
、「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
と
「
粗

大
ご
み
」
は
鳥
越
事
業
所
へ
直
接

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は

や
め
ま
し
ょ
う
〕

最
近
、
他
の
町
内
の
ご
み
収
積

場
所
に
車
で
乗
り
つ
け
て
、
ご
み

を
捨
て
て
い
く
人
が
増
え
て
い
ま

す
。ご

み
を
捨
て
ら
れ
た
町
内
会
は

大
変
迷
惑
し
ま
す
の
で
、
ご
み
は

決
め
ら
れ
た
日
・
場
所
・
区
分
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
東
西
道
路
の
事
業
実
施
に

伴
う
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ま

と
め
た
「
環
境
影
響
評
価
書
」
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
＝
３
月
23
日
c
〜
４
月

23
日
f

縦
覧
場
所
＝
長
岡
市
東

西
道
路
整
備
推
進
室
†
39
・
２
２

５
２
、
新
潟
県
長
岡
土
木
事
務
所

†
38
・
２
６
１
４

水
道
事
業
は
３
月
が
決
算
月
で

す
。
こ
の
た
め
、
３
月
が
検
針
月

に
あ
た
る
人
の
振
替
日
を
例
年
ど

お
り
繰
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

繰
り
上
げ
振
替
日
＝
３
月
29
日
b

納
入
料
金
＝
２
、
３
月
分
　
問
い

合
わ
せ
＝
水
道
局
業
務
課
†
35
・

１
６
１
９

3 2

女
性
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や

女
性
の
社
会
参
画
を
進
め
る
た
め

に
活
動
を
し
て
い
る
市
民
団
体
の

活
動
・
交
流
の
場
で
す
。
会
議
や

情
報
交
換
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
利
用
の
際
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
登
録
手
続
が
必
要
で
す
。

場
所
＝
け
さ
じ
ろ
荘
２
階
（
今
朝

白
１
）

開
館
時
間
＝
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
30
分
　
休
館
日
＝
毎

月
第
３
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
　
申
し
込
み
＝
企
画
課
女
性
政

策
班
†
39
・
２
２
０
４
へ

〔
空
き
び
ん
・
空
き
缶
の

平
常
収
集
は
４
月
１
日
か
ら
〕

冬
期
間
、
空
き
び
ん
・
空
き
缶

の
平
常
収
集
は
休
止
し
て
、
指
定

の
公
民
館
な
ど
に
出
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
特
別
収
集

は
３
月
26
日
f
ま
で
で
す
。
４
月

１
日
か
ら
は
、
通
常
ど
お
り
収
集

を
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
栖
吉
・
前
川
地
区
は
３

月
か
ら
平
常
収
集
に
戻
り
ま
す
。

〔
粗
大
ご
み
の
収
集
は

３
月
か
ら
〕

粗
大
ご
み
の

収
集
は
３
月
か

ら
始
め
ま
す
。

収
集
日
を
確
か

め
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。

引
っ
越
し
な

ど
で
、
大
量
に

●
女
性
交
流
ル
ー
ム
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
環
境
業
務
課

24
・
２
８
３
７
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
長
岡
東
西
道
路
の
環
境
影
響

評
価
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

く�ら�し�の�情�報�く�ら�し�の�情�報�№10
あて名書き内職を始めようと思うけれど…

Ｑ：　新聞の折り込みチラシに、「あて
名書き内職」とあったので資料請
求すると、登録料として１万円請
求された。信用できるだろうか。

Ａ：　「自宅で簡単にできる仕事」「高
収入が得られる」などの宣伝文句
に誘われて、家計の足しになれば
と思い簡単に申し込みがちです。
しかし、登録料を払っても名簿代
を請求されたり、郵送料が自己負
担だったり、仕事もあまりないと
いう苦情も多く寄せられています。

あて名書き内職のほかにも、ワープロ内職やチラシ配り、
運送業の開業など、仕事を紹介するチラシが増えています。
仕事を始める前に、登録料などの名目でお金を請求してく
る業者は信用しないほうがいいのではないでしょうか。登録
料を集めて稼ぐ業者もあるのです。
「簡単にいつでもだれにでもできて、しかも高収入が得ら
れる」などの誘いにつられて安易に契約をしないようにしま
しょう。

長岡市では雪解け時のまちをきれいにするために、
町内会や商店街組合、グループ等の協力を得ながら、
毎年「クリーン作戦」を進めています。
地域ぐるみで町内の道路、公園や側溝の清掃を行う

など、まちの美化のために
多くの市民のみなさんのご
参加をお願いします。
〔期　間〕
雪解け時～４月30日fまで

〔ごみの収集〕
・清掃時に出た燃やすごみ、燃やさないごみは、透明
または半透明の袋に入れて通常の収集日にごみステ
ーションに出してください。

・側溝の泥等を処理する場合は、土のう袋を用意して
います。希望する町内会は環境業務課†24・２８３７
へご連絡ください（数に限りがあります）。

・大量の泥等で対応が難しいときは市で収集します。
※詳しくは、町内会長あてにチラシを送付します。

問い合わせ＝環境業務課†２４・2837

日
時
＝
４
月
４
日
〜
６
月
13
日
の
毎
週
日

曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
（
ク
ラ
ス
別
）

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝

小
学
２
〜
４
年
生
　
定
員
＝
70
人
　
参
加

料
＝
５
、
０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
４
月

３
日
g
正
午
か
ら
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

で
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
い
合
わ

せ
＝
長
岡
市
水
泳
協
会
†
33
・
３
４
４
２

日
時
＝
４
月
４
日
a
午
前
11
時
30
分
か
ら

と
午
後
３
時
か
ら
（
託
児
あ
り
）

会
場

＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
第
１
ス
タ
ジ
オ
　
入

場
料
＝
大
人
２
、
０
０
０
円
、
３
歳
以
上

１
、
７
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
）

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教

■
悠
久
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■
公
演「
グ
リ
ム
童
話
・
か
え
る
の
王
さ
ま
」

クリーン作戦にご参加を！

●
水
道
料
金
等
の

口
座
振
替
日

繰
り
上
げ
の
お
願
い

住民異動届の手続きの際には、
身分証明書等の提示をお願いします
最近、本人の知らない間に住民票が移されるという事件
が報道されました。
長岡市ではこのような事件を防止し、市民のみなさんの
情報を保護するため、３月１日から転入・転出・転居の手続き
の際には、本人と確認できる身分証明書
等の提示をお願いすることにしました。
これらの手続きの際には、運転免許証・
保険証・診察券などをお持ちください。
担当：市民課 39・２２１５

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

問い合わせは消費生活センター 32・0022へ



曜
日
午
後
７
時
か
ら
と
８
時
か
ら
（
両
方

で
も
可
）

会
場
＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル

参
加
料
＝
各
４
、３
０
０
円
　
申
し
込
み
＝

生
涯
学
習
・
体
育
課
1
32
・
５
１
１
０
　
問

い
合
わ
せ
＝
笠
井
さ
ん
1
32
・
１
５
３
４

日
時
＝
４
月
６
日
c
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
　
会
場
＝
市
役
所
４
０
１
会
議
室
　
内

容
＝
不
動
産
の
賃
貸
・
価
格
の
相
談
　
問

い
合
わ
せ
＝
6
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
新

潟
県
部
会
1
０
２
５
・
２
２
５
・
２
８
７
３

日
時
＝
３
月
27
日
g
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
小

学
３
〜
６
年
生
の
親
子
30
組
　
申
し
込
み

＝
３
月
20
日
g
ま
で
に
長
岡
市
手
話
サ
ー

ク
ル
・
大
野
さ
ん
1
39
・
４
１
４
５
へ

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
照
　
持
ち
物

＝
受
診
票
（
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
つ
い
て
い
ま
す
）
・
母
子
健

康
手
帳
・
保
険
証
・
赤
ち
ゃ
ん
の

尿
（
10
か
月
児
の
み
）

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う
え
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
17
日
d
午
後
１
時
15

分
〜
３
時
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
心
の
健
康
　
担
当
＝
精
神

保
健
福
祉
相
談
員
、
保
健
婦

平
成
11
年
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

３
・
９
か
月
児
健
康
診
査
が
４
・
10

か
月
児
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
は
、市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

４
月
の
対
象
者
＝
平
成
10
年
12
月

生
ま
れ
、
平
成
10
年
６
月
生
ま
れ

の
赤
ち
ゃ
ん
　
日
時
＝
母
子
保
健

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、
健

康
に
関
す
る
こ
と
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

春
先
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、

火
災
が
起
き
や
す
い
季
節
で
す
。

た
ば
こ
の
吸
い
殻
の
投
げ
捨
て
、

た
き
火
の
不
始
末
、
野
焼
き
の
拡

大
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

に
よ
っ
て
火
災
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に

は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防
課

1
35
・
２
１
９
０
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●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て

フ
キ
は
キ
ク
科
の
植
物
で
す
が
、

地
中
の
短
い
根
茎
か
ら
茎
葉
が
出

る
前
に
、
雪
消
え
と
同
時
に
花
（
フ

キ
ノ
ト
ウ
）
を
咲
か
せ
る
変
わ
っ

た
植
物
で
す
。

北
半
球
に
約
20
種
ほ
ど
分
布
し

て
お
り
、
日
本
全
土
に
自
生
し
て

い
ま
す
。
日
本
の
特
産
野
菜
の
中

で
も
最
も
古
い
野
菜
の
ひ
と
つ
で
、

江
戸
時
代
に
す
で
に
栽
培
さ
れ
て

い
た
記
録
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。

こ
の
植
物
が
雄
株
と
雌
株
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
意
外
と
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

見
分
け
方
は
花
の
色
に
よ
り
ま

す
。
雄
花
は
黄
色
で
背
が
低
く
、

ほ
と
ん
ど
伸
び
ず
に
枯
れ
ま
す
。

雌
花
は
白
っ
ぽ
く
て
背
が
高
く
、

茎
も
柔
ら
か
い
の
で
区
別
が
つ
き

ま
す
。

山
菜
と
し
て
食
べ
る
場
合
に
は
、

雌
花
の
ほ
う
が
美
味
の
よ
う
で
す
。

古
書
に
は
フ
キ
の
こ
と
を
「
布

布
岐
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
茎
の
中
に
孔
が
あ
っ
て
折

る
と
糸
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

フ
フ
キ
が
つ
ま
っ
て
フ
キ
と
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
早
春
に
土
の
中
か
ら

「
吹
き
出
る
」
よ
う
に
生
え
る
の

で
こ
の
名
に
な
っ
た
と
か
、「
蕗
」

の
字
は
、
路
傍
に
見
ら
れ
る
草
だ

か
ら
と
か
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

冬
の
寒
さ
に
負
け
な
い
で
開
花

す
る
姿
が
、
気
品
あ
ふ
れ
る
と
し

て
「
富
気
」
の
字
を
書
く
人
も
い

ま
す
。
金
田
一
春
彦
博
士
は
野
原

で
用
便
の
後
、
拭
く
の
に
使
用
し

た
か
ら
「
拭
き
の
葉
」
だ
と
述
べ

て
い
ま
す
。

（
愛
知
早
生
フ
キ
）
草
丈
が
約
１

ｍ
に
達
し
、
葉
柄
が
淡
緑
色
で
や

や
太
く
、
基
部
が
淡
赤
紫
色
。

芽
立
ち
が
早
く
収
量
が
多
い
の

で
、
栽
培
品
種
の
代
表
で
す
。

（
水
ブ
キ
）
葉
柄
が
鮮
明
な
淡
緑

色
で
香
が
高
く
、
や
わ
ら
か
く
て

品
質
が
よ
い
の
で
す
が
、
葉
柄
の

太
さ
が
細
く
て
、
収
量
も
少
な
く

芽
立
ち
も
遅
い
よ
う
で
す
。

（
八
ツ
頭
）
花
つ
ぼ
み
が
た
く
さ

ん
出
る
の
で
八
ツ
頭
と
言
わ
れ
、

採
取
用
に
さ
れ
た
り
、
観
賞
用
に

さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

（
秋
田
ブ
キ
）
東
北
地
方
な
ど
寒

い
地
方
で
栽
培
さ
れ
て
、
草
丈
が

２
ｍ
に
も
達
す
る
大
形
で
晩
生
。

肉
質
が
固
い
の
で
、
つ
く
だ
煮
や

砂
糖
漬
け
な
ど
に
加
工
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
植
え
る
場
所
）
夏
の
暑
さ
と
乾

燥
を
嫌
う
の
で
、
西
日
を
避
け
た

木
の
下
や
塀
の
陰
な
ど
半
日
陰
の

場
所
を
選
び
、
腐
葉
土
や
た
い
肥

の
他
に
、
油
か
す
な
ど
を
少
し
入

れ
て
土
作
り
を
し
ま
す
。

（
植
え
付
け
）
春
の
新
芽
が
伸
び

る
前
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
９
月

ご
ろ
３
、
４
節
の
地
下
茎
を
株
間

40
㎝
ほ
ど
に
と
り
、
10
㎝
ほ
ど
覆

土
し
て
十
分
に
水
を
注
い
で
や
り
、

わ
ら
や
刈
り
草
、
た
い
肥
な
ど
を

敷
い
て
、
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
。

（
肥
料
）
生
育
期
間
中
に
は
、
化

成
肥
料
や
液
肥
な
ど
を
施
し
て
や

り
ま
し
ょ
う
。

（
収
穫
）
早
春
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
は

株
の
負
担
を
楽
に
す
る
た
め
、
つ

ぼ
み
の
う
ち
に
早
め
に
収
穫
し
ま

す
。葉

柄
は
、
春
と
秋
に
大
き
く
生

育
し
た
も
の
か
ら
収
穫
し
ま
す
。

夏
は
、
収
穫
し
な
い
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

フ
キ
ノ
ト
ウ
は
雪
国
で
暮
ら
す
人
た
ち
に
と
っ
て
、
春
を
告

げ
る
花
で
す
。

雪
の
中
で
の
生
活
か
ら
開
放
さ
れ
て
、
野
辺
で
出
会
っ
た
時

の
う
れ
し
さ
、
し
か
も
そ
の
花
を
そ
っ
と
摘
み
取
っ
た
瞬
間
、

指
の
間
か
ら
に
お
い
た
つ
そ
の
香
り
は
、
自
然
の
尊
い
贈
り
物

で
も
あ
り
ま
す
。

今
月
は
フ
キ
の
紹
介
で
す
。

春
の
来
訪
を
実
感
さ
せ
る
フ
キ
ノ
ト
ウ

141

雌
雄
異
株

名
前
の
由
来

栽
培
さ
れ
る
主
な
品
種

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

♪�

♪�

♪
�

市 か ら の お 知 ら せ�

ＢＳＮラジオＢＳＮラジオ「長岡市だよ長岡市だより」�
　　　　　　　　　　�
　　　　　　�

長岡ケーブルテレビ�
「長岡市のお知ら長岡市のお知らせ」�

�
長岡市ホームページアドレ長岡市ホームページアドレス�

ＢＳＮラジオ「長岡市だより」�
毎週月～金曜日の　　　　　　　　　　�
　　　　　　午後２時４５分から２分間�

長岡ケーブルテレビ�
「長岡市のお知らせ」�
毎週月曜日の午後６時７分から４分間�

長岡市ホームページアドレス�
http://www.city.nagaoka.niigata.jp

■
不
動
産
の
無
料
相
談
会

■
春
休
み
親
子
手
話
教
室
（
無
料
）

●
４
月
１
日
木
〜
７
日
水
は

春
の
火
災
予
防
運
動
週
間
で
す

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

（ ）

（ ）

健 康�
健
康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

†
DC.

V
Q
Q
Q

４／３
g

10�
g

ダ
イ
エ
ー�

　
長
岡
店�

ジ
ャ
ス
コ�

　
長
岡
店�

午
前
　
時
〜
11
時
30
分�

午
後
０
時
30
分
〜
４
時�

午
前
　
時
〜
正
午�

午
後
１
時
〜
４
時�

期
日�

会  

場�

時
　
　
間�

10
10

八ッ頭

フ

フ
　
キ

日
時
＝
３
月
13
日
g
午
後
６
時
15
分
〜
７

時
25
分
　
会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡
　
内

容
＝
ス
ー
パ
ー
腹
話
術
ほ
か
　
入
場
料
＝

３
、０
０
０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
グ
ロ
ー
バ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1
33
・
９
０
１
８

水
の
中
で
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜
２
時
15

分
（
前
期
14
回
・
４
月
か
ら
、
後
期
11
回
・

９
月
か
ら
）

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン

タ
ー

会
費
＝
前
期
５
、０
０
０
円
、
後
期

３
、５
０
０
円

申
し
込
み
＝
３
月
30
日
c

ま
で
に
大
野
さ
ん
1
34
・
６
２
２
８
へ

日
時
＝
４
月
７
日
〜
７
月
28
日
の
毎
週
水

国
民
年
金
に
は
、
４
月
中
に
１

年
分
（
４
月
〜
３
月
分
）
を
一
括

し
て
納
め
る
と
割
引
に
な
る
「
前

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

納
付
書
は
、
４
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。
納
付
期
限
は
４
月
30
日

f
で
す
。

口
座
振
替
で
前
納
を
希
望
す
る

人
は
４
月
９
日
f
ま
で
に
、
市
内

各
金
融
機
関
の

窓
口
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝

市
民
課
1
39
・

２
２
５
０

譲
渡
し
た
り
、
廃
棄
し
た
り
し
て

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
、

す
ぐ
に
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。届

け
出
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
税
課
1
39
・

２
２
１
２
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

採
用
時
期
＝
平
成
11
年
４
月
１
日

職
種
・
人
員
＝
司
書
若
干
名
　
受

験
資
格
＝
司
書
資
格
を
有
し
、
昭

和
34
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
市
立

図
書
館
に
通
勤
可
能
な
人
　
報
酬

＝
月
額
１
４
０
、０
０
０
円
程
度

勤
務
時
間
＝
土
・
日
を
含
む
交
替

制
勤
務
（
１
日
８
時
間
勤
務
、
月

16
日
程
度
、
早
番
・
遅
番
あ
り
）

試
験
日
＝
３
月
24
日
d

申
し
込

み
＝
３
月
18
日
e
ま
で
に
教
育
総

務
課
1
39
・
２
２
３
８
へ

採
用
時
期
＝
平
成
11
年
４
月
１
日

職
種
・
人
員
＝
国
民
年
金
相
談
員

１
人
　
受
験
資
格
＝
昭
和
14
年
４

月
１
日
〜
昭
和
34
年
３
月
31
日
に

生
ま
れ
た
人
で
、
自
動
車
普
通
免

許
を
有
す
る
人
　
職
務
内
容
＝
訪

問
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
徴
収

と
年
金
相
談
　
報
酬
＝
月
額
１
１

７
、０
０
０
円
、
特
別
活
動
費
３
６
、

０
０
０
円
を
年
４
回

社
会
保
険

等
＝
社
会
・
雇
用
保
険
加
入

試

験
日
＝
３
月
19
日
f

申
し
込
み

＝
３
月
８
日
b
〜
16
日
c
に
市
民

課
1
39
・
２
２
５
０
へ

原
付
バ
イ
ク
や
農
耕
車
、
１
２

５
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車

を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
他
人
に

和室�
午前３時間半�

トリムコース�
大人１回�

（目的以外使用）�
大ホール�
午前３時間�

（目的以外使用）�
大会議室�
午前３時間半�

軟式野球場�
早朝２時間半�

軟式野球場�
早朝２時間半�

体育協会または�
加盟団体、１時間�

ホール�
午前３時間�

美術センター�
１日�

（入場料３，０００円未満）�
コンサートホール�
平日本番�
午前３時間�

冷暖房使用時�通年�

冷暖房使用時�通年�

通年�

旧� 新�

勤 労 会 館�

勤労者体育センター�

中 央 図 書 館�
（ 32・０６５８）�

リ リ ッ ク ホ ー ル�
（ 29・７７１１）�

社会福祉センター�
（ 33・６０００）�

農村環境改善センター�

ニュータウンいこいの広場�

河川敷運動施設�

ス ポ ー ツ 広 場�

テ ニ ス 場�

６００円�

４，０００円�

７，２００円�

１３，２００円�

５００円�

１，６００円�

１，５００円�

４００円�

４，２００円�

夏１，６００円�
冬１，８００円�

７００円�

５，２００円�

９，３００円�

１５，８００円�

６００円�

２，１００円�

２，０００円�

４８０円�

４，３００円�

１，８００円�

△�

△�

△�

△�

○�

○�

□�

長岡市は長年据え置いてきた使用料を改定することにし、一
部の施設では昨年の７月に改定を実施しました。今年４月は残
る施設の一部を改定します。
これは、各施設の管理運営等にかかる費用の２分の１を基準

にした算定原価と、市民のみなさんから負担してもらっている
使用料との差額が年々増えてきたことによるものです。施設を
使用する人と使用しない人との負担の公平を図るためにも、改
定をすることにしましたので、ご理解ください。

〔平成11年４月１日から改正する施設と主な使用料〕

※各施設では維持管理費を抑えるための取り組みを進めていま
す。施設運営等に関するご意見がありましたら、下記へお寄せ
ください。
問い合わせ＝○は商業振興課†39・２２２８、△は生涯学習・体

育課†32・５１１０、□は農林政策課†39・２２２４、
それ以外は直接各施設へ

～4月1日から使用料を改定します～

身体障害者デイサービス事業に
参加しませんか
身体障害者のみなさんに、趣味、創作や生活訓練などの場を

用意しています。
期　間＝４月～来年３月　時間＝午前または午後（１日コースあり）
内　容＝園芸、民謡、絵画、書道、囲碁・将棋、軽スポーツ、編み物、折

り紙、コーラス、ワープロ、クッキング、日常生活訓練、医療相談等
対　象＝市内在住の身体障害者
会　場＝社会福祉センターほか
参加料＝１回３２０円の昼食代と材料費（実費）

問い合わせ＝社会福祉協議会 ３３・6 0 0 0

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
笑
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
　
〜
コ
ン
ト
で
元
気

■
サ
ー
ク
ル
「
グ
ッ
ピ
ー
」
会
員
募
集

■
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

●
図
書
館
司
書
（
非
常
勤
嘱
託

員
）
を
募
集
し
ま
す

●
長
岡
市
非
常
勤
嘱
託
員
を

募
集
し
ま
す

●
バ
イ
ク
等
の
税
金
は

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

１
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す

１
２
５
㏄
以�

下
の
バ
イ
ク
・�

農
耕
車
・
小�

型
特
殊
車
等�

二
輪�

１
２
５
㏄
超
〜

２
５
０
㏄
以
下�

二
輪�

２
５
０
㏄
超�

三
輪
・
四
輪�

６
６
０
㏄
以
下�

区
　
分�

届  

け  

出  
先�

市
役
所
市
民
税
課�

 
 
†
39
・
２
２
１
２�

全
国
軽
自
動
車
協
会�

連
合
会
長
岡
分
室�

 
 
†
23
・
３
１
１
５�

新
潟
陸
運
支
局
長
岡�

自
動
車
検
査
登
録
事�

務
所
†
22
・
１
１
３
１�

軽
自
動
車
検
査
協
会�

長
岡
支
所�

 
 
†
22
・
０
５
５
５�

●
平
成
11
年
４
月
か
ら
の

国
民
年
金
保
険
料
は

次
の
と
お
り
で
す

（
10
年
度
と
同
額
）

月額保険料�

年額保険料�

前納した場合�

割 引 額 �

13,300円�

159,600円�

155,750円�

3,850円�

13,700円�

164,400円�

160,430円�

3,970円�

定額保険料� 定額保険料＋�
付加保険料�

●
国
民
年
金
保
険
料
は

一
括
し
て
納
め
る
と

割
引
に
な
り
ま
す

！


